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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
、
５
類
感
染
症
へ
と
移
行
と
な

り
間
も
な
く
２
年
、
よ
う
や
く
ま

ち
に
も
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
賑
わ

い
と
日
常
が
戻
っ
て
き
た
こ
と

を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
昨
年
元
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
、
ま
た
、
８
月

に
は
日
向
灘
沖
地
震
に
よ
り
初
め

て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が

発
表
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
各
地

で
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
物

価
高
騰
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
町

民
生
活
や
地
域
経
済
に
大
き
な
影

響
が
生
じ
て
い
る
な
ど
、
こ
う
し

た
危
機
や
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え

の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
再
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
並
び
に
議
員
の
皆
さ
ん
の
力

強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
２
期
目
の

町
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
早

や
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

就
任
時
に
お
約
束
し
た
「
元
気

を
結
集
し
、
笑
顔
が
輝
く
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
、
ま
た
、
先
送

り
の
で
き
な
い
町
政
課
題
を
解
決

す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
一
つ

ひ
と
つ
の
取
組
を
着
実
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
栗

山
赤
十
字
病
院
の
建
替
に
関
し
ま

し
て
は
、
い
よ
い
よ
本
年
、
新
病

院
が
開
院
す
る
運
び
と
な
り
、
ま

た
、
維
持
・
存
続
が
危
惧
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
栗
山
高
等
学
校
と
北

海
道
介
護
福
祉
学
校
に
関
し
ま
し

て
も
、
新
た
な
学
生
確
保
対
策
な

ど
に
よ
り
、
一
時
の
危
機
的
状
況

を
脱
し
つ
つ
あ
る
な
ど
、
そ
れ
ら

の
取
組
が
よ
う
や
く
実
を
結
ぼ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
加
速
化
す
る

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
は
も
と
よ
り
、
小
・
中
学
校

適
正
化
の
問
題
や
南
部
地
域
の

医
療
供
給
体
制
の
確
保
、
持
続
可

能
な
除
排
雪
体
制
の
確
立
、
減

便
・
廃
線
が
続
く
地
域
公
共
交
通

の
確
保
、
さ
ら
に
は
地
域
活
力
の

維
持
に
向
け
た
企
業
誘
致
の
推
進

な
ど
、
新
た
な
町
政
課
題
も
山
積

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
進

め
て
き
た
取
組
を
し
っ
か
り
と
軌

道
に
乗
せ
、
ま
た
、
山
積
す
る
難

題
を
解
決
す
べ
く
、
そ
の
足
掛
か

り
と
す
る
た
め
の
重
要
な
１
年
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た

「
ふ
る
さ
と
栗
山
」
を
、
次
な
る

ス
テ
ー
ジ
へ
と
つ
な
い
で
い
く

た
め
、
10
年
後
、
20
年
後
を
見
据

え
た
未
来
志
向
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
政
２
期
目
の
締
め
く
く
り
と

な
る
新
年
度
の
町
政
執
行
に
当

た
り
、「
５
つ
の
基
本
目
標
」
を

掲
げ
、
全
力
で
町
政
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

      「
賑
わ
い
躍
動
す
る
ま
ち
」

　

       

の
推
進

　

持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
経
済

を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
農
商
工
各

産
業
の
体
質
強
化
と
と
も
に
、
地
域

特
性
を
活
か
し
た
新
た
な
産
業
の
創

出
な
ど
、
経
済
を
好
循
環
さ
せ
て
い

く
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
各
産
業

を
支
え
る
多
様
な
担
い
手
の
育
成
・

確
保
や
生
産
性
の
高
い
栗
山
農
業
の

確
立
、
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
商
店
街
の

創
出
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企

業
誘
致
の
推
進
、
栗
山
煉
瓦
創
庫
く

り
ふ
と
を
拠
点
と
し
た
さ
ら
な
る

関
係
人
口
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
最
大
限
に

活
か
し
な
が
ら
、
成
長
を
加
速
さ
せ

て
い
く
「
賑
わ
い
躍
動
す
る
ま
ち
」

を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　

      「
心
安
ら
ぐ
暖
か
な
ま
ち
」 　

　
　

   

の
推
進　

　

す
べ
て
の
町
民
が
心
身
と
も
に
健

や
か
で
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら

生
活
す
る
た
め
に
は
、
健
康
意
識

の
高
揚
や
医
療
供
給
体
制
の
確
保
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

な
ど
、
地
域
全
体
で
支
え
合
う
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
や
健
康
寿
命
延
伸
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
栗
山
赤
十
字

病
院
の
建
替
や
持
続
可
能
な
医
療
供

給
体
制
の
構
築
、
介
護
予
防
事
業
の

充
実
や
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
拡
充
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

誰
も
が
健
幸
で
、
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
心
安
ら
ぐ
暖
か
な
ま
ち
」
を

築
い
て
い
き
ま
す
。

　
　

 「
輝
く
未
来
を
育
む
ま
ち
」

　

       

の
推
進

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ

る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
心

身
と
も
健
や
か
に
成
長
し
続
け
る
た

め
に
は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
や
、
栗

山
ら
し
い
教
育
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

た
総
合
的
な
子
育
て
支
援
、
地
域
資

源
を
活
か
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
の
推

進
、
栗
山
高
等
学
校
の
魅
力
づ
く
り

や
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
と
の
連
携

に
よ
る
教
育
モ
デ
ル
の
構
築
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

子
育
て
を
地
域
全
体
で
サ
ポ
ー
ト

し
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
活
躍
で

き
る
「
輝
く
未
来
を
育
む
ま
ち
」
を

築
い
て
い
き
ま
す
。

　
　

 「
魅
力
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」　       　
　
　

　
　

   

の
推
進

　

栗
山
の
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然

環
境
や
貴
重
な
伝
統
文
化
な
ど
、　　
　
　

受
け
継
が
れ
て
き
た
か
け
が
え
の
な

い
財
産
を
守
り
、
未
来
へ
と
継
承
し

て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
魅
力
を
共

有
し
、
伝
え
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
ハ
サ
ン

ベ
ツ
里
山
な
ど
自
然
環
境
の
保
全
・

再
生
、
文
化
財
や
伝
統
文
化
、
郷
土

芸
能
の
保
護
・
継
承
、
若
者
・
子
育

て
世
代
の
移
住
・
定
住
の
促
進
、
地

球
温
暖
化
対
策
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
（
自
然
再
興
）
の
推
進
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

先
人
が
守
り
育
て
て
き
た
豊
か
な

自
然
・
歴
史
・
文
化
を
、
未
来
に
つ

な
げ
て
い
く「
魅
力
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」

を
築
い
て
い
き
ま
す
。

　
　
「
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
」

　
　

   

の
推
進

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、

社
会
情
勢
の
急
速
な
変
化
と
と
も

に
、
多
様
化
す
る
様
々
な
地
域
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
町
民
と
行

政
と
の
協
働
に
よ
る
、
自
立
し
た
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
重
点
施
策
と
し
て
、
地
域
防

災
力
の
強
化
、
地
域
情
報
の
発
信
拠

点
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送

の
活
用
、
南
空
知
定
住
自
立
圏
な
ど

広
域
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推

進
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
女
性
活
躍
や
男
女
共
同
参
画

の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、
行

動
し
、
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
創
造
し

て
い
く
「
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
」
を

築
い
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
５
つ
の
基
本
目
標

の
ほ
か
、
行
政
運
営
面
に
関
し
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
、「
栗
山
町
経
営

改
革
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
取
組
は

も
と
よ
り
、
業
務
の
効
率
化
や
職
場

環
境
の
改
善
、
職
員
の
意
識
改
革
や

能
力
育
成
な
ど
、
組
織
力
強
化
に
向

け
た
取
組
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

以
下
、
新
年
度
の
主
要
施
策
の
概

要
を
、「
栗
山
町
第
７
次
総
合
計
画
」

に
お
け
る
分
野
別
政
策
の
基
本
方
針

に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

2

3
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1

次なるステージへ次なるステージへ
栗山新時代の「躍進の時」栗山新時代の「躍進の時」

　栗山町議会 3 月定例会議で佐々木学町長が町政執行方針
を示しました。先人が築いた「ふるさと栗山」の未来を展望
し、新年度を栗山新時代の「躍進の時」と位置づけ、町政執
行に臨む決意を述べました。

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度      

町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

令和 7 年度町政執行方針
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持
続
可
能
な
循
環
共
生
型
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
排
出
ご
み
の

抑
制
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
な
ど
に
よ
る
環
境
負
荷
の

低
減
、
生
態
系
と
調
和
す
る
豊
か

な
自
然
環
境
を
次
代
に
つ
な
ぐ
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
る
活
動
や
地
域
安
全

運
動
を
推
進
し
、
町
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

❖
ご
み
処
理

　

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
適
正
な

分
別
に
よ
り
、
減
量
化
や
再
資
源

化
を
図
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
変
更
と

な
っ
た
、
ご
み
の
分
別
方
法
の
周

知
徹
底
を
図
る
な
ど
、
広
域
焼

却
処
理
事
業
を
円
滑
に
推
進
し

ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▼
ご
み
分
別
の
徹
底
、
再
資
源
化

を
推
進
し
ま
す
。

▼
広
域
焼
却
処
理
事
業
を
円
滑
に

推
進
し
ま
す
。

▼
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
・

修
繕
を
支
援
し
ま
す
。 

栗
※ 1

山町経営改革推進計画
第 7 次栗山町総合計画で目
指すまちづくりを推進する
ための指針。町の財政基盤
を維持し、適正な職員数の
確保や施設の維持、実施事
業の選択、労働生産性の改
善などを行い、住民サービ
スの質の向上を目指します



の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。 

◎
今
年
の
約
束

▼
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入

を
支
援
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返

納
を
支
援
し
ま
す
。

▼
防
犯
カ
メ
ラ
を
栗
山
市
街
地
に

設
置
し
ま
す
。 

▼
南
空
知
４
町
の
広
域
消
費
生
活

相
談
を
行
い
ま
す
。 　
　
　
　
　

▼
合
葬
墓
を
含
め
た
墓
園
整
備
を

検
討
し
ま
す
。

▼
墓
園
入
口
の
整
備
に
向
け
た
用

地
交
渉
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
ら
し
さ
を

大
切
に
し
な
が
ら
自
己
肯
定
感
を

持
っ
て
、
分
か
る
喜
び
、
学
ぶ
楽
し

さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
意
欲
を
持

て
る
よ
う
、
栗
山
ら
し
い
教
育
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

❖
学
校
教
育

　

文
部
科
学
省
が
進
め
る
次
期
学

習
指
導
要
領
の
目
指
す
方
向
性
を

踏
ま
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
も

の
ご
と
を
考
え
、
自
ら
発
信
し
実
行

で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
、

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の

充
実
を
図
り
ま
す
。 

▼
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な
ど
の
購

入
を
支
援
し
ま
す
。 

▼
塵
芥
収
集
車
（
２
ｔ
車
）
を
更
新

し
ま
す
。

❖
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
「
栗
山
町
地
球
温
暖
化
対
策　
　
　

実
行
計
画
」
に
基
づ
き
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
の
取
組
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止

め
、
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
（
自
然
再
興
）」
の
取
組
を
進
め

る
た
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、
全
町
的
な
機
運
の
醸
成
を
図
り

ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

を
支
援
し
ま
す
。  

▼
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取

り
組
む
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

▼
公
共
施
設
等
の
空
調
設
備
を
整

備
し
ま
す
。

▼
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
実
現

に
向
け
た
取
組
を
行
い
ま
す
。

❖
防
災

　
「
栗
山
町
地
域
防
災
計
画
」
に
基

づ
き
、
自
主
防
災
組
織
及
び
活
動
へ

の
支
援
や
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た

避
難
所
運
営
な
ど
地
域
防
災
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、「
避
難
行
動

要
支
援
者
個
別
計
画
」
の
策
定
を
進

め
る
な
ど
、
全
町
的
な
防
災
体
制
を

強
化
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
や

栗
山
町
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
普
及

促
進
な
ど
災
害
時
の
情
報
伝
達
手

段
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害

用
物
資
の
計
画
的
な
確
保
を
進
め

ま
す
。 

◎
今
年
の
約
束

▼
地
域
防
災
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
推
進
し
ま
す
。

▼
自
主
防
災
組
織
の
設
置
・
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

▼
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
た
防

災
訓
練
を
行
い
ま
す
。 

▼
避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
計
画

の
策
定
を
進
め
ま
す
。 

▼
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
や
防
災

情
報
メ
ー
ル
の
普
及
促
進
を
図

り
ま
す
。

　
❖
消
防
・
救
急

　

町
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
最

優
先
に
、
各
種
災
害
発
生
時
に
迅
速

か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
の

強
化
を
図
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
広
報
活
動
や
火
災
予
防
査

察
の
強
化
な
ど
、
防
火
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
救
命

率
の
向
上
の
た
め
、
救
急
救
命
講
習

の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

◎
今
年
の
約
束

▼
火
災
予
防
査
察
の
強
化
を
図
り　

ま
す
。

▼
広
報
車
を
更
新
し
ま
す
。

▼
第
３
分
団
第
１
部
庁
舎
サ
イ
レ

ン
塔
の
塗
装
を
行
い
ま
す
。　

❖
生
活
安
全

　

警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
を
は

じ
め
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
飲
酒

運
転
の
根
絶
、
自
転
車
の
安
全
利
用

な
ど
、
交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備

を
進
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
防
犯
協
会
や
暴
力
追
放
運

動
推
進
協
議
会
を
は
じ
め
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
、
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
お
け
る

巡
回
な
ど
、
犯
罪
等
の
予
防
や
非
行

防
止
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
全
国
的
に
多
発
し
て
い

る
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐

欺
」
を
は
じ
め
と
す
る
特
殊
詐
欺
や

悪
質
商
法
の
被
害
防
止
に
向
け
、
消

費
者
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
相
談
窓

口
や
広
報
啓
発
活
動
の
充
実
を
図

り
ま
す
。 

　

墓
園
・
墓
地
に
つ
い
て
は
、
快
適

な
墓
参
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
合
葬
墓
を
含
め
た
墓
園
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ま
た
、
地
域
と
の
連
携
・
協
働
の

下
、
幼
保
小
中
一
貫
し
た
教
育
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
９
年
間
の
学
び

の
連
続
性
を
活
か
し
た
教
育
内
容

を
充
実
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
推
進

し
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
公
平
・
公
正
な
学
習
環

境
を
構
築
す
る
た
め
、
小
・
中
学
校

の
適
正
配
置
計
画
に
基
づ
く
再
編

準
備
を
進
め
ま
す
。 

　

栗
山
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、

「
魅
力
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向

け
、
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
と
の
連

携
に
よ
る
教
育
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
女
子
硬
式
野
球
部
の

活
動
支
援
な
ど
、
魅
力
あ
る
高
校
、

選
ば
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。 

◎
今
年
の
約
束

▼
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
く
取
組
を
推
進
し

ま
す
。 

▼
小
・
中
学
校
適
正
配
置
計
画
に
基

づ
く
再
編
準
備
を
進
め
ま
す
。

▼
幼
保
小
中
一
貫
教
育
連
携
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
推
進
し
ま
す
。 

▼
１
人
１
台
端
末
の
更
新
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
ま
す
。

▼
栗
山
高
等
学
校
の
魅
力
化
ビ

ジ
ョ
ン
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

▼
新
た
な
栗
山
高
校
支
援
策
を
検

討
し
ま
す
。

▼
給
食
セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
と

厨
房
設
備
を
更
新
し
ま
す
。

❖
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　
「
中
期
経
営
戦
略
」
に
基
づ
き
、

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る

優
れ
た
介
護
福
祉
士
の
養
成
・
輩
出

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
一
端
を

担
う
、
地
域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
募
集
に
つ
い
て
は
、

高
校
訪
問
や
進
学
相
談
会
を
は
じ

め
、
自
治
体
包
括
連
携
な
ど
様
々

な
角
度
か
ら
対
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
育
成
に

向
け
た
、
栗
山
高
校
と
の
「
高
専
一

貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業
」
を

着
実
に
推
進
し
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▼
学
生
確
保
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

▼
介
護
人
材
確
保
に
関
す
る
自
治

体
包
括
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

▼
小
・
中
学
校
に
お
け
る
福
祉
教

育
を
支
援
し
ま
す
。

▼
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
開
講

し
ま
す
。

▼
高
専
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

発
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

❖
生
涯
教
育

　

リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業
や
町
民

講
座
、
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
な
ど
学

習
の
場
を
提
供
し
、
す
べ
て
の
町
民

が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
主
的
に
学

べ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
多

様
化
す
る
町
民
の
学
習
意
欲
や
読

書
意
欲
に
対
応
す
る
た
め
、
図
書
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
館
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活

用
し
、
誰
も
が
気
軽
に
図
書
館
を
利

用
で
き
る
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▼
リ
ー
ダ
ー
研
修
事
業
や
町
民
講

座
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
図
書
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

❖
自
然
環
境
教
育

　
「
栗
山
町
自
然
教
育
中
長
期
計

画
」
に
基
づ
き
、
関
係
団
体
と
連
携

し
、
未
来
へ
と
継
承
す
べ
き
貴
重
な

財
産
で
あ
る
自
然
・
里
山
環
境
の
保

全
・
再
生
活
動
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ
・

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
を
拠
点
と
し
、

「
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
教
育
」
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
人
と
自
然
が
共
生

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 　

◎
今
年
の
約
束

▼
雨
煙
別
川
の
い
き
も
の
豊
か
な

川
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

▼
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▼
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
保
全
活
動

を
支
援
し
ま
す
。 

▼
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実

し
ま
す
。

❖
ス
ポ
ー
ツ

　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
は
じ
め
関
係

団
体
と
連
携
し
、
誰
も
が
心
身
と
も

に
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

む
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

体
育
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
第
４
回
く
り
や
ま
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
ま
ち
の
賑
わ
い
を
創

出
し
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
機
器
を
更
新
し
ま
す
。

▼
第
４
回
く
り
や
ま
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

❖
芸
術
・
文
化

　

文
化
連
盟
を
は
じ
め
関
係
団
体

と
連
携
し
、
町
民
が
芸
術
・
文
化
に

親
し
む
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
町
民
の
自
主
的
な
文
化
活

動
や
芸
術
家
の
活
動
、
伝
統
文
化
の

継
承
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
文
化
財
の
発
掘
を

進
め
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
文
化
財

の
保
護
・
継
承
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▼
伝
統
文
化
・
郷
土
芸
能
の
継
承
や

昨 年 は 史 上 最 多 と な る
1,522 人のランナーがエ
ントリー。今年も第 4 回
大会として開催を予定し
ている。

くりやまハーフマラソン
栗山高校の魅力づくり活
動の一環として始動した
女子硬式野球部。創部 3
年 目 と な る 今 年 は、40
人以上の部員数となる予
定。

栗山高校女子硬式野球部

人
々
が
元
気
に
輝
く

ふ
る
さ
と
づ
く
り

町の防災対策、災害対
応 な ど、 町 民 の 生 命、
財産などを災害から守
るための具体的な事項
を定めたものです。令
和 7 年 3 月に修正。

栗山町地域防災計画



文
化
活
動
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

▼
札
響
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
芸
術
文
化
鑑
賞
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

❖
国
際
・
地
域
間
交
流

　

ま
ち
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
豊
か
な
感
性
や
国
際
感
覚
を

育
む
た
め
、「
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
希
望

の
翼
」
や
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
研
修
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
角
田
市
と
の

相
互
交
流
事
業
を
継
続
し
、
郷
土
愛

の
醸
成
促
進
を
図
り
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▼
少
年
ジ
ェ
ッ
ト
希
望
の
翼
事
業

を
行
い
ま
す
。

▼
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
研
修
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
角
田
市
と
の
子
ど
も
交
流
派
遣

事
業
お
よ
び
勤
労
青
年
研
修
受

入
事
業
を
行
い
ま
す
。

　　　

す
べ
て
の
町
民
が
健
康
で
い
き

い
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
で

幸
せ
に
成
長
で
き
る
「
こ
ど
も
ま
ん

な
か
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

❖
保
健

　
「
第
２
期
栗
山
町
健
康
増
進
計

画
」
に
基
づ
き
、
食
生
活
の
改
善
や

運
動
習
慣
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の

発
症
予
防
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

各
種
検
診
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
よ
り
重
症
化
の
予

防
に
向
け
た
保
健
指
導
を
充
実
し

ま
す
。 

　

ま
た
、
町
民
の
主
体
的
な
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域

や
関
係
機
関
、
企
業
と
連
携
し
、
健

康
寿
命
延
伸
の
ま
ち
づ
く
り
を
実

践
し
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▼

   

生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
の

取
組
を
強
化
し
ま
す
。

▼
自
殺
対
策
を
支
え
る
人
材
養
成

研
修
会
を
行
い
ま
す
。 

▼
町
民
チ
ー
ム
対
抗
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
事
業
を
行
い
ま
す
。 

▼
健
康
寿
命
延
伸
の
ま
ち
づ
く
り

協
働
宣
言
の
実
施
企
業
に
情
報

提
供
や
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
❖
地
域
医
療

　

栗
山
赤
十
字
病
院
と
連
携
し
、
新

病
院
開
院
に
向
け
、
建
替
工
事
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
救
急
医
療
体
制

及
び
地
域
医
療
機
能
の
確
保
に
係

る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
協
議
会
と
連
携

し
、
町
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
在
宅
医
療

体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
南

部
地
域
に
お
け
る
医
療
供
給
体
制

の
確
保
に
向
け
た
検
討
を
行
う
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
必
要
な
医

療
水
準
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▼
栗
山
赤
十
字
病
院
の
建
替
工
事

を
推
進
し
ま
す
。

▼
南
部
地
域
の
医
療
供
給
体
制
の

確
保
に
向
け
た
検
討
を
行
い

ま
す
。 

▼
救
急
医
療
体
制
及
び
地
域
医
療

機
能
の
確
保
に
係
る
栗
山
赤
十

字
病
院
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。 

▼
訪
問
看
護
の
充
実
・
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
導
入
に
向
け
協
議
を
行
い

ま
す
。

▼
産
婦
人
科
・
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
を
行
い
ま
す
。 

❖
児
童
福
祉

　
「
第
３
期
栗
山
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
妊

娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
期
ま
で
切
れ

目
の
な
い
、
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
支
援
を
行
う
な
ど
、
誰
も
が

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
母
子
に
対
す
る
心
身
の
ケ

ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
産
後
ケ

ア
事
業
の
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
心
身
に
障
が

い
や
発
達
に
遅
れ
が
あ
る
子
ど
も

の
早
期
発
見
や
早
期
療
育
へ
の
取

組
を
進
め
ま
す
。 

◎
今
年
の
約
束

▼
助
産
師
に
よ
る
産
後
ケ
ア
事
業

を
充
実
し
ま
す
。 

▼
新
生
児
世
帯
に
子
育
て
応
援
券

を
配
付
し
ま
す
。 

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
児
童
の

入
退
室
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
ま
す
。

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
支
援
が
必
要
な
家
庭
や
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
へ
の
適
切
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

▼
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に

向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。 

▼
子
ど
も
・
子
育
て
条
例
の
制
定
に

向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。 

▼
障
が
い
児
の
通
所
費
用
等
を
助

成
し
ま
す
。

▼
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
実

施
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

ま
す
。

▼
育
児
休
業
等
奨
励
金
制
度
の
創

設
に
向
け
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

❖
高
齢
者
福
祉

　
「
第
９
期
栗
山
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・ 
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に

基
づ
き
、
総
合
的
な
相
談
支
援
や
介

護
予
防
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
に
携
わ
る

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
個
々
の

状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支

援
を
行
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
推
進
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
と

連
携
し
、
介
護
人
材
の
育
成
・
確
保

に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。 

◎
今
年
の
約
束

▼
重
度
化
予
防
に
向
け
、
介
護
予
防

事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
い

ま
す
。

▼
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
い

ま
す
。 

▼
介
護
人
材
の
育
成
・
確
保
に
係
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

❖
地
域
福
祉

　

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
た
日

常
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
や

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
、
地
域
社
会
全
体
で
見
守
り
、

支
え
合
う
活
動
を
支
援
し
ま
す
。 

　

ま
た
、「
第
２
期
栗
山
町
ケ
ア

ラ
ー
支
援
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

す
べ
て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
孤
立
す
る

こ
と
な
く
、
安
心
し
て
介
護
や
看
護

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。
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基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
は
じ

め
、
商
業
、
工
業
の
基
盤
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
担
い
手
の
育
成
や
雇

用
の
場
の
確
保
に
よ
る
地
域
産
業

の
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
賑
わ
い
と
関
係
人

口
の
創
出
に
向
け
、
観
光
・
交
流
産

業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

❖
農
林
業

　
「
第
５
期
栗
山
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
」
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
し
、
農
業
後
継
者
の
育
成
や

新
規
就
農
者
の
受
入
な
ど
、
地
域
農

業
を
担
う
人
材
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積

や
農
業
生
産
基
盤
整
備
、
新
技
術
の

導
入
な
ど
に
よ
り
生
産
性
の
高
い

農
業
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
で

良
質
な
農
産
物
の
生
産
を
促
進
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
栗
山
町
森
林
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、
南
空
知
森
林
組
合

を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
、
企
業

と
連
携
し
、
適
正
な
森
林
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
有
効
に
活
用
し
、
森
林
が
有
す
る

多
面
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
り

ま
す
。

◎
今
年
の
約
束

▼
見
守
り
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
を
推
進
し
ま
す
。 

▼
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
な
ど
の
運
営

を
支
援
し
ま
す
。 

▼
ケ
ア
ラ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る

訪
問
事
業
を
充
実
し
ま
す
。 

▼
ケ
ア
ラ
ー
推
進
月
間
事
業
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

▼
ケ
ア
ラ
ー
お
出
か
け
安
心
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
行
い
ま
す
。 

▼
介
護
者
の
抱
え
て
い
る
課
題
を

見
え
る
化
す
る
ケ
ア
ラ
ー
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

❖
障
が
い
者
福
祉

　
「
第
６
次
栗
山
町
障
が
い
者
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
の
あ
る

方
が
、
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会

参
加
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
共
生

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
相
談
支
援

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
山
町
ふ
る
さ
と
福
祉
基

金
を
活
用
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

地
域
生
活
及
び
就
労
環
境
の
充
実

を
図
り
ま
す
。 

◎
今
年
の
約
束

▼
手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業
を　

行
い
ま
す
。 

▼
障
が
い
に
関
す
る
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
ま
す
。 

▼
障
が
い
に
対
す
る
町
民
・
事
業
者

の
理
解
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

▼
後
継
者
や
新
規
就
農
者
な
ど
、　

農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。 

▼
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。 

▼
農
地
利
用
意
向
調
査
を
実
施
し
、

農
地
の
流
動
化
を
促
進
し
ま
す
。 

▼
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見

直
し
を
進
め
ま
す
。

▼
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
に
よ
る

農
業
振
興
事
業
を
推
進
し
ま
す
。 

▼
栗
山
町
土
地
改
良
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
、
農
業
生
産
基
盤
整
備

事
業
及
び
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
を
推
進
し
ま
す
。 

▼
森も

り林
づ
く
り
基
金
や
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
、
適
正
な
森

林
整
備
や
人
材
育
成
、
木
材
の

利
用
な
ど
を
促
進
し
ま
す
。

▼
森
林
空
間
の
活
用
に
よ
る
森
林

環
境
教
育
や
普
及
啓
発
に
取
り

組
み
ま
す
。

❖
商
工
業

　
「
第
２
期
商
店
街
活
性
化
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
関
係

団
体
と
連
携
し
、
新
規
起
業
の
促
進

や
集
客
活
動
の
強
化
、
商
店
街
デ
ジ

タ
ル
化
の
普
及
促
進
な
ど
、
賑
わ
い

あ
ふ
れ
る
商
店
街
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。 

　

ま
た
、
商
工
会
議
所
や
金
融
機
関

な
ど
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を

強
化
し
、
ラ
ピ
ダ
ス
関
連
企
業
を
は

じ
め
と
し
た
企
業
の
進
出
動
向
な

ど
、
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努
め
な

が
ら
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

▼
空
き
店
舗
・
空
き
地
の
活
用
を
支

援
し
ま
す
。

▼
商
店
街
地
域
カ
ー
ド
の
電
子
化

に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。 

▼
地
方
進
出
を
目
指
す
企
業
の
意

向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

▼
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を
展

開
し
ま
す
。

▼
第
５
期
工
業
団
地
内
の
道
路
整　

備
を
行
い
ま
す
。

❖
観
光
・
交
流

　

新
た
に
策
定
し
た
「
栗
山
町
観
光

振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
オ
ー
プ
ン

３
年
目
を
迎
え
る
栗
山
煉
瓦
創
庫

く
り
ふ
と
を
拠
点
に
、
観
光
窓
口
の

充
実
や
観
光
情
報
を
積
極
的
に
発

信
し
、
さ
ら
な
る
関
係
人
口
の
創
出

と
ま
ち
の
賑
わ
い
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。 

　

ま
た
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
中
心
に
、
効
果
的
な
情
報
発
信
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

相
談
対
応
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
や
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
定
着
に
向
け
た
各
種
支
援

制
度
の
実
施
な
ど
、
移
住
・
定
住
の

商店街地域カード（現・
栗夢カード）のリニュー
アルを予定。買い物や
行事への参加に応じて
ポイント付与の仕組み
を検討している。

新・商店街電子カード
「くりやまネイポジポ」

会員（保護者）からの要
望を受け、一定の研修を
受けた町内在住の提供会
員が託児や送迎などの子
育てサポートを行ってい
ます。

町政執行方針

健
幸
で
生
き
が
い
感
じ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

活
力
と
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

ファミリー・サポート
・センター事業
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安
全
・
安
心
で
快
適
な

ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

地
方
創
生
の
取
組
が
開
始
さ

れ
て
か
ら
10
年
を
経
て
、
昨
年

発
足
し
た
石
破
内
閣
で
は
、「
地

方
こ
そ
成
長
の
主
役
」
と
し
て
、

こ
れ
を
再
起
動
さ
せ
る
と
の
方

針
を
示
し
ま
し
た
。

　

当
面
は
総
人
口
や
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
す
る
と
い
う
事
態

を
正
面
か
ら
受
け
止
め
た
上
で
、

人
口
規
模
が
縮
小
し
て
も
経
済

が
成
長
し
、
社
会
を
機
能
さ
せ

る
た
め
の
適
応
策
を
講
じ
て
い

く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
将
来
人
口
推
計
で
は
、

10
年
後
に
老
年
人
口
が
生
産
年

齢
人
口
を
上
回
り
、
ま
た
、
20

年
後
に
は
総
人
口
が
現
在
の
半

分
程
度
ま
で
に
減
少
す
る
と
見

込
ま
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
ま

ち
の
機
能
が
維
持
で
き
る
の
か
、

そ
う
し
た
危
機
感
を
抱
く
声
も

多
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
様
々
な

厳
し
い
局
面
が
待
ち
受
け
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
栗
山
に
は

試
練
の
時
代
に
立
ち
向
か
い
、

未
来
を
切
り
開
く
風
土
と
伝
統

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
た
ち
に
は
、
幾

多
の
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
き

た
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
確

固
た
る
意
志
を
、
し
っ
か
り
と

受
け
継
ぎ
、
未
来
へ
と
継
承
し

て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
挑
戦
の
連
続

で
あ
り
ま
す
。
多
く
の
難
題
を

抱
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
果
敢

に
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
確
か

な
未
来
、
新
た
な
時
代
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
と
つ
な

ぐ
新
年
度
を
、
栗
山
新
時
代
の

「
躍
進
の
時
」
と
位
置
づ
け
、「
元

気
を
結
集
し
、
笑
顔
が
輝
く
ま

ち
」
実
現
の
た
め
、
確
固
た
る

信
念
を
も
っ
て
、
町
政
運
営
に

邁
進
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。　

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
議
員
の
皆

さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

令
和
７
年
度
の
町
政
執
行
方
針

と
い
た
し
ま
す
。

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

▼
関
係
人
口
の
創
出
と
ま
ち
の
賑

わ
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

▼
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
観

光
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

▼
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
移
住
支
援
を
行

い
ま
す
。 

▼
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
等
促
進
奨
学
金
返

済
助
成
を
行
い
ま
す
。 

▼
ク
リ
エ
イ
タ
ー
移
住
支
援
事
業

を
行
い
ま
す
。

❖
雇
用
環
境

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
就
業
希
望

者
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
な
ど
、
雇

用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
従
業
者
の
資
格
取
得
支
援

制
度
に
よ
り
、
町
内
事
業
者
の
人
材

育
成
や
生
産
性
向
上
の
取
組
を
支

援
し
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
南
空
知
通
年
雇
用
促
進

協
議
会
と
連
携
し
、
季
節
労
働
者
の

通
年
雇
用
化
を
図
り
ま
す
。 

○
今
年
の
約
束

▼
従
業
者
の
資
格
取
得
支
援
制
度

を
推
進
し
ま
す
。

▼
季
節
労
働
者
の
資
格
取
得
を
支

援
し
ま
す
。

　

誰
も
が
快
適
で
住
み
や
す
い
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、　

道
路
環
境
や
住
環
境
の
確
保
に
向

け
た
、
都
市
基
盤
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
上
・
下
水
道
な
ど
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持
・
確
保
を
図
り

ま
す
。

❖
道
路
・
交
通

　

快
適
で
安
全
な
道
路
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
道
路
改
良
や
橋
梁
補

修
な
ど
計
画
的
な
道
路
網
の
整
備

や
、
生
活
道
路
の
適
切
な
維
持
管
理

を
進
め
る
と
と
も
に
、
冬
期
間
に
お

け
る
道
路
交
通
網
を
確
保
す
る
た

め
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
除
排
雪

事
業
を
推
進
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
国
・
道
が
管
理
す
る
道
路

の
整
備
促
進
に
つ
い
て
、
官
民
一
体

と
な
り
、
引
き
続
き
関
係
機
関
へ
の

要
請
活
動
を
行
い
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
町
民
生
活
を
支
え
る
地

域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
沿
線
自

治
体
や
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

し
、
民
間
バ
ス
路
線
や
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線

の
維
持
・
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
営
バ
ス

の
運
行
体
系
の
見
直
し
や
、
近
隣
自

治
体
と
の
相
互
協
力
に
よ
る
運
行

手
段
の
検
討
な
ど
、
持
続
可
能
な　

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
系
を
構
築

し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

▼
継
立
南
学
田
線
、
旭
台
第
３
支
線　

　

な
ど
の
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

▼
朝
日
橋
、
山
の
手
橋
を
補
修

し
ま
す
。

▼
除
排
雪
事
業
在
り
方
検
討
会
議

の
協
議
を
進
め
ま
す
。 

▼
国
道
２
３
４
号
整
備
促
進
期
成

会
に
よ
る
要
望
活
動
を
行
い

ま
す
。 

▼
新
町
通
街
路
お
よ
び
夕
張
長
沼
線

等
の
整
備
促
進
を
要
望
し
ま
す
。  

▼
町
営
バ
ス
の
運
行
見
直
し
に
向

け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

▼
路
線
バ
ス
乗
務
員
確
保
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
❖
住
宅
・
住
環
境

　
「
栗
山
町
住
生
活
基
本
計
画
」
及

び
「
栗
山
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
」
に
基
づ
き
、
公
営
住
宅
の
建

替
や
修
繕
を
計
画
的
に
進
め
る
な

ど
、
安
全
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
管
理
不
全
な

空
き
家
へ
の
指
導
や
解
体
の
支
援

な
ど
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
生

活
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
若
者
・
子
育
て
世
代
の

移
住
者
に
対
す
る
住
宅
取
得
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
の

利
活
用
促
進
に
向
け
た
情
報
提
供

や
相
談
体
制
の
充
実
な
ど
定
住
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。  

○
今
年
の
約
束 

▼
中
里
団
地
を
建
て
替
え
ま
す
。

▼
危
険
な
特
定
空
家
等
の
対
策
に

取
り
組
み
ま
す
。

▼
人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成
事
業

を
行
い
ま
す
。 

▼
若
者
・
子
育
て
世
代
の
移
住
者
へ

の
住
宅
取
得
を
支
援
し
ま
す
。 

▼
空
き
家
利
活
用
促
進
支
援
を
行

い
ま
す
。

❖
上
・
下
水
道

　
「
栗
山
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
・
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
基

づ
き
、
老
朽
管
な
ど
水
道
施
設
の
計

画
的
な
更
新
を
進
め
る
な
ど
、
良
質

で
安
全
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供

給
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
栗
山
町
公
共
下
水
道

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
基

づ
き
、
下
水
道
施
設
の
計
画
的
な
更

新
を
進
め
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
事
業
経
営
の
安

定
化
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
個
別
排
水
処
理
施
設
事

業
を
推
進
し
、
生
活
排
水
処
理
環
境

の
改
善
を
図
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

▼
老
朽
水
道
管
な
ど
を
計
画
的
に

更
新
し
ま
す
。  

▼
栗
山
町
水
道
事
業
経
営
戦
略
を

改
定
し
ま
す
。

▼
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
な
ど
水
道

水
の
水
質
検
査
を
継
続
し
て
実

施
し
ま
す
。

▼
下
水
道
施
設
の
機
器
な
ど
を
計

画
的
に
更
新
し
ま
す
。 

▼
個
別
排
水
処
理
施
設
の
新
規
設

置
を
促
進
し
ま
す
。

❖
河
川

　

全
国
的
に
相
次
ぐ
自
然
災
害
の

状
況
を
踏
ま
え
、
災
害
発
生
時
に
備

え
る
堆
積
土
砂
の
撤
去
や
樹
木
の

伐
採
な
ど
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
。 

　

ま
た
、
道
と
連
携
し
た
「
雨
煙
別

川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
推
進

し
、
良
質
な
河
川
空
間
を
創
出
し

ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
国
・
道
が
管
理
す
る
河

川
の
治
水
対
策
や
、
魚
類
な
ど
が
遡

上
し
や
す
い
河
川
環
境
の
整
備
に

向
け
、
引
き
続
き
関
係
機
関
に
要
請

し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

▼
杵
臼
川
、
長
谷
川
の
沢
川
な
ど
を

浚
渫
し
ま
す
。 

▼
雨
煙
別
川
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
推
進
し
ま
す
。

❖
街
な
み
・
景
観

　

日
出
生
活
館
の
建
替
な
ど
、
南
部

地
域
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
ス

キ
ー
場
跡
地
の
活
用
を
含
め
た
御

大
師
山
周
辺
整
備
や
、
馬
追
橋
架
換

え
工
事
に
併
せ
た
錦
地
区
の
魅
力

あ
る
街
並
み
づ
く
り
な
ど
、　

将
来

を
見
据
え
た
市
街
地
形
成
を
検
討

し
ま
す
。 

　

ま
た
、「
栗
山
町
公
園
施
設
長
寿

命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
栗
山
公
園

施
設
の
更
新
な
ど
、
安
全
・
安
心
で

魅
力
あ
る
都
市
公
園
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

▼
日
出
生
活
館
の
建
替
に
係
る
実

施
設
計
を
行
い
ま
す
。 

▼
御
大
師
山
周
辺
整
備
、
錦
地
区
街

並
み
整
備
の
検
討
を
進
め
ま
す
。  

▼
栗
山
公
園
や
児
童
公
園
施
設
な

ど
を
更
新
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

地
域
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
町
民
と

行
政
が
相
互
に
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
視
点
に

立
っ
た
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
ま
す
。

❖
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　

町
民
の
創
意
工
夫
に
よ
る
多
様

な
地
域
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す

る
な
ど
、
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
町
内
連
合
会
な
ど
と
協
議

を
行
い
、
住
民
自
治
の
基
盤
強
化
や

活
性
化
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援

制
度
を
構
築
し
ま
す
。 

○
今
年
の
約
束

▼
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の
地

域
活
動
を
支
援
し
ま
す
。 

▼
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業

を
促
進
し
ま
す
。 

▼
町
内
会
区
域
再
編
支
援
制
度
を

構
築
し
ま
す
。

❖
行
政
経
営

　
「
栗
山
町
経
営
改
革
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
持
続
可
能
で
安
定
し
た

行
財
政
基
盤
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
や

「
人
材
育
成
・
確
保
基
本
方
針
」
に

基
づ
く
職
員
の
育
成
、
人
事
評
価
制

度
の
運
用
な
ど
、
組
織
体
制
の
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

ま
た
、
町
税
等
の
適
正
な
収
納
対

策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
強
化
や
官

民
連
携
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
の
推
進
な
ど
、
自
主
財
源
の
さ
ら

な
る
確
保
を
図
り
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

や
南
空
知
定
住
自
立
圏
な
ど
、
広
域

連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
組

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。 

○
今
年
の
約
束

▼
栗
山
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
基
づ

み
ん
な
の
絆
で
支
え
合
う

ふ
る
さ
と
づ
く
り

く
取
組
を
推
進
し
ま
す
。 

▼
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
取
組
を

強
化
し
ま
す
。 

▼
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
や
南
空

知
定
住
自
立
圏
な
ど
の
広
域
連

携
を
推
進
し
ま
す
。

❖
情
報
共
有
と
町
民
参
加

　

広
報
く
り
や
ま
や
町
ホ
ー
ム　

ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
の
ほ
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
を
積
極

的
に
活
用
し
、
適
時
的
確
な
行
政
情

報
の
発
信
と
、
効
果
的
な
情
報
共
有

を
図
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
町

長
の
ふ
れ
あ
い
訪
問
な
ど
を
通
じ

て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
共
有

や
町
政
へ
の
参
加
機
会
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
栗
山
町
女
性
活
躍
・

男
女
共
同
参
画
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
や
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す
。

○
今
年
の
約
束

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
を
活　
　

用
し
行
政
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

▼
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
町
長
の　

ふ
れ
あ
い
訪
問
を
充
実
し
ま
す
。  

▼
性
の
多
様
性
を
含
め
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
係
る
理
解
促
進
を

図
り
ま
す
。

▼
各
種
委
員
会
へ
女
性
の
参
画
を

促
し
ま
す
。 
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世
界
中
を
震
撼
さ
せ
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
っ
て
社
会
は
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。世
界
で
は
、

多
極
化
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

動
き
が
進
む
一
方
、
地
球
規
模
で

の
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
と
と

も
に
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
な
状

況
が
顕
著
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中

で
、
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
に

向
け
た
技
術
革
新
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
推
進
や
、
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
し
た
社
会
的　
　

包
摂（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
）
の
推
進
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
教
育
環
境

に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て

お
り
、
今
ま
で
予
測
し
得
な
か
っ

た
新
た
な
教
育
課
題
に
対
し
て
、

適
正
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
先
を

見
据
え
な
が
ら
組
織
的
、
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が　
　

あ
り
ま
す
。

　

栗
山
町
教
育
委
員
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、「
ふ
る
さ
と
は
栗
山

で
す
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
合

言
葉
を
受
け
、「
過
去
に
学
び
、

現
在
を
生
き
抜
き
、
夢
と
志
を

も
っ
て
歩
む
栗
山
の
子
」
を
教
育

目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

幼
児
・
児
童
・
生
徒
が
、
感
性

や
道
徳
心
、
知
性
、
体
力
を
育

み
、
心
身
共
に
逞
し
く
成
長
す
る

こ
と
を
願
い
、
育
て
た
い
子
ど
も

像
と
し
て
「
互
い
の
人
格
を
尊
重

し
、
思
い
や
り
と
規
範
意
識
の
あ

る
人
間
」、「
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
、
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す

る
人
間
」、「
自
ら
学
び
、
考
え
、

行
動
す
る
個
性
と
創
造
性
豊
か
な

人
間
」
の
３
点
を
掲
げ
、
積
極
的

に
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
下
、
こ
れ
ら
教
育
目
標
の
達

成
に
向
け
た
具
体
的
な
推
進
方
策

に
関
わ
り
、
３
つ
の
分
野
に
分
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
点
を
申
し
上

げ
ま
す
。

 　

教
育
政
策
の
根
幹
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
学
習
指
導
要
領

に
基
づ
き
、
特
に
重
視
す
る
基

本
方
針
と
し
て
６
点
申
し
上
げ

ま
す
。

　　

い
わ
ゆ
る
「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ブ
ー

カ
）
時
代
」
と
い
わ
れ
る
「
変
動

性
・
不
確
実
性
・
複
雑
性
・
曖
昧

性
」
が
混
在
し
、
先
行
き
不
透
明

で
予
測
困
難
な
今
日
の
社
会
情
勢

に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

ら
し
さ
を
発
揮
し
つ
つ
、
豊
か
で

幸
せ
な
人
生
を
切
り
拓
く
と
と
も

に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
そ
の
持

続
的
な
発
展
を
担
い
、
実
現
し
て

い
く
資
質
や
能
力
を
培
う
た
め
、

教
育
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、「
徳
育
」

で
は
、
相
互
に
多
様
性
を
認
め
、

高
め
合
い
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能

性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
、
ま
ち
の
豊
か

な
素
材
を
取
り
入
れ
た
体
験
学
習

や
集
団
活
動
を
通
し
て
、
他
者
へ

の
思
い
や
り
や
自
己
肯
定
感
、
人

間
関
係
を
築
く
力
、
社
会
性
を
育

み
ま
す
。

　

ま
た
、「
知
育
」
で
は
、
特
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
に
活
用
し
た
学

習
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、
子
ど

も
の
主
体
的
な
学
び
の
深
化
・
充

実
を
図
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に「
個

別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な

学
び
」を
一
体
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
体
育
」
で
は
、
全

国
的
な
調
査
内
容
を
活
用
し
つ

つ
、
運
動
や
体
力
づ
く
り
、
自
ら

の
健
康
に
関
す
る
意
識
を
深
め
る

機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
が
生
涯
を
通
じ
て
健

康
で
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た

め
の
力
を
育
む
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

　

幼
児
期
に
お
け
る
教
育
は
、
子

ど
も
の
心
身
の
発
達
と
健
や
か
な

成
長
を
促
す
と
と
も
に
、
生
涯
に

わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う

た
め
に
非
常
に
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
近
年
は

共
働
き
世
帯
の
増
加
等
に
伴
う
保

育
需
要
の
多
様
性
や
複
雑
化
な

ど
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
変
化
し
、
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
の
よ
り
良
い

育
ち
を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
、

幼
児
教
育
に
携
わ
る
各
機
関
が
相

互
に
連
携
し
、
子
ど
も
園
や
保
育

園
に
通
う
子
ど
も
、
家
庭
で
過
ご

す
子
ど
も
な
ど
、
就
学
前
の
環
境

が
異
な
っ
て
い
て
も
、
す
べ
て
の

子
ど
も
が
同
等
に
、
よ
り
質
の
高

い
幼
児
教
育
を
受
け
、
健
や
か
に

成
長
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め

ま
す
。

学
校
教
育

学
校
教
育
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令和 7 年度

　

ま
た
、
子
ど
も
の
発
達
や
学
び

の
連
続
性
を
高
め
る
た
め
に
子
ど

も
園
や
保
育
園
な
ど
の
幼
児
教
育

施
設
間
の
横
の
連
携
と
小
学
校
と

の
縦
の
連
携
を
強
化
し
、
小
学
校

へ
円
滑
に
接
続
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
し
ま
す
。

　

学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
楽
し
く
通
え
る
魅
力
的
な
環

境
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
福
祉
的

な
役
割
や
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

と
し
て
の
機
能
を
担
う
こ
と
が
、

従
前
に
も
増
し
て
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
に
正
対
し
、
発

達
状
況
や
特
性
、
家
庭
の
事
情
、

病
気
や
障
が
い
の
状
態
な
ど
、
個

別
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、
困
り
感
の
軽

減
・
排
除
や
日
常
生
活
で
の
役
割

を
自
覚
し
実
行
さ
せ
る
な
ど
の
取

組
を
通
じ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
存

在
感
や
有
用
感
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
福
祉
課
等

と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
障
が
い

の
あ
る
子
ど
も
の
自
立
や
社
会
参

加
を
支
援
す
る
特
別
支
援
教
育
の

推
進
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支

援
体
制
な
ど
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
組
織
体
制
の
構
築
を
図
り
、
誰

一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
教
育

の
具
現
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
中
で
、
子
ど
も
た

ち
自
身
が
多
文
化
共
生
社
会
の
一

員
と
し
て
、
相
互
に
理
解
を
深
め

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
様
々

な
文
化
的
背
景
を
も
つ
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
が
、
自
分
と
他
者
と

の
関
係
を
肯
定
的
に
認
め
合
う
こ

と
で
「
自
己
肯
定
感
」
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
様
々
な
取
組
を
進
め

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
の
経
験
を
経
て
、
学

校
は
学
習
機
会
と
学
力
を
保
障
す

る
役
割
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た

ち
に
安
全
・
安
心
な
居
場
所
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

の
社
会
性
や
人
間
性
を
育
む
役
割

が
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
ま
し

た
。

　

将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
こ
う
し
た

視
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
教
育
Ｄ
Ｘ

の
推
進
や
義
務
教
育
学
校
の
導
入

を
視
野
に
入
れ
た
調
査
な
ど
、
新

た
な
時
代
の
学
び
を
支
え
る
、
安

全
・
安
心
で
快
適
な
教
育
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、
家

庭
や
地
域
と
の
連
携
・
協
力
の

下
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心

し
て
学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
危
機
管
理
体
制
を
強
化
し

ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
教
職
員
が
し
っ
か
り
と

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を

確
保
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を

最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
・
中
学
校
適
正
配

置
計
画
に
基
づ
き
、
学
校
再
編
の

準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
統
廃

合
等
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容
を

協
議
、
検
討
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
な
生
活

習
慣
、
豊
か
な
心
、
倫
理
観
、
社

会
的
な
マ
ナ
ー
な
ど
の
基
礎
を
育

む
た
め
に
は
、
学
校
と
家
庭
・
地

域
と
が
子
育
て
や
教
育
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
合
い
、
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
を
育
て
、
見
守
る
た
め

の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

一
方
で
、
地
域
と
家
庭
と
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
家
庭
教

育
を
支
え
る
環
境
や
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
同
士
や

保
護
者
と
地
域
と
の
連
携
に
加

え
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
や
家
庭

だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や
多
様
な

主
体
と
つ
な
が
る
機
会
の
創
出
な

ど
、
地
域
全
体
で
多
様
な
教
育
活

動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
地
域

で
学
び
、
育
つ
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
た
め
に
、
学
校
や
家

庭
、
地
域
、
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
つ
つ
、
地

域
全
体
で
子
育
て
や
教
育
活
動
に

取
り
組
む
体
制
を
確
立
し
て
い
き

ま
す
。

　

生
徒
の
資
質
向
上
と
希
望
進
路

に
対
応
す
る
各
種
支
援
制
度
を
充

実
し
、
定
員
確
保
と
募
集
２
間
口

維
持
を
実
現
し
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
山
高
等
学
校
の
「
魅

学校規模の適正化や小中
一貫教育の推進など中長
期 的 な 見 通 し を 示 し た
計画。今年度には学校再
編に向けた準備委員会が
設置予定です。

小・中学校適正配置計画

町内の児童・生徒を対象
にヤングケアラーについ
て知り、困ったときの発
信方法や自分たちにでき
ることを考えます。

ヤングケアラー出前講座

「
徳
」「
知
」「
体
」
の
教
育
内

容
の
充
実
～
夢
と
志
を
も
っ

て
歩
む
人
を
育
成
し
ま
す
～

就
学
前
教
育
の
充
実
～
生
涯
に

わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培

い
、
就
学
前
の
子
ど
も
を
小
学

校
に
円
滑
に
接
続
さ
せ
ま
す
～

多
様
な
子
ど
も
に
対
す
る

支
援
の
充
実
～
誰
も
が
自

己
肯
定
感
を
実
感
で
き
る

教
育
を
推
進
し
ま
す
～

教
育
環
境
の
整
備
～
新
た

な
時
代
に
適
合
し
た
学
校

を
つ
く
り
ま
す
～

学
校
と
家
庭
・
地
域
と
の

連
携
～
家
庭
と
地
域
の
教

育
力
の
向
上
と
活
用
を
図

り
、
子
ど
も
た
ち
の
育
ち

を
支
援
し
見
守
り
ま
す
～

栗
山
高
等
学
校
の
維
持
・
存

続
に
向
け
た
支
援
強
化
と
魅

力
化
ビ
ジ
ョ
ン
の
充
実

教育行政執行方針



力
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け

て
、
介
護
福
祉
学
校
と
の
連
携
に

よ
る
高
専
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
女
子
硬
式
野
球
部

の
活
動
支
援
な
ど
、
魅
力
あ
る
高

校
、
選
ば
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
官
民
協
働
に
よ
り
、

ま
ち
を
挙
げ
た
取
組
を
進
め
る
と

と
も
に
、
新
た
な
支
援
策
や
通
学

す
る
生
徒
の
交
通
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
教
育
に

お
い
て
多
様
化
す
る
課
題
を
踏

ま
え
、
す
べ
て
の
町
民
が
、
生
き

が
い
の
あ
る
充
実
し
た
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
な
ど
様
々
な
場
で
自

主
的
に
学
び
、
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
栗
山
の
豊
か
な
自
然
、

積
み
重
ね
ら
れ
た
ま
ち
の
歴
史
・

文
化
の
良
さ
を
活
か
し
な
が
ら
、

み
ん
な
で
支
え
あ
い
、「
ふ
る
さ

と
栗
山
」
を
大
切
に
す
る
人
を
育

て
る
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
特
に
重
視
す
る
基

本
方
針
と
し
て
６
点
申
し
上
げ

ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
趣
味
や
教
養
な
ど
を
高
め

る
町
民
講
座
な
ど
の
学
習
機
会

の
提
供
、
高
齢
者
大
学
「
い
き

い
き
ス
ク
ー
ル
」
の
実
施
な
ど
、　　
　

自
主
的
に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
く
り
や
ま
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
」
な
ど
を
通
じ
た
自
然
・
社

会
体
験
を
充
実
さ
せ
、
栗
山
町
青

少
年
育
成
事
業
を
支
援
す
る
な

ど
、
青
少
年
の
体
験
活
動
の
機
会

を
提
供
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
図
書
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
誰
も

が
気
軽
に
図
書
館
を
利
用
で
き
る

環
境
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
豊

か
な
心
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
民

の
読
書
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
栗
山
町
自
然
教
育
中
長
期
計

画
」
に
基
づ
き
、
関
係
団
体
の
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
自
然

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図

り
、
町
内
児
童
生
徒
の
体
験
学
習

支
援
な
ど
、
雨
煙
別
小
学
校 

コ

カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
を
拠
点　

と
し
た
、
本
町
独
自
の
「
ふ
る
さ

と
自
然
体
験
教
育
」
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
の
管

理
運
営
な
ど
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
の
生
態
を
公
開
す
る
と
と
も

に
、
人
と
自
然
と
の
共
生
を
推
進

し
ま
す
。

　

生
涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
み
、
健
康
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
の
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
事
業
を
通
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
・
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
賑
わ
い
と
活
力

を
創
出
す
る
た
め
、
官
民
一
体
と

な
り
、「
第
４
回
く
り
や
ま
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

演
劇
・
芸
術
鑑
賞
事
業
の
実
施

な
ど
、
芸
術
・
文
化
に
親
し
む
こ

と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
文
化
連
盟
な
ど

関
係
団
体
の
活
動
、
町
民
の
文
化

活
動
や
芸
術
家
の
活
動
、
伝
統
文

化
の
継
承
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
文
化
財
指
定
や
文

化
財
保
護
に
関
す
る
啓
発
活
動
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
指

定
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
の
保

護
・
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
豊

か
な
感
性
や
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
さ
せ
る
た
め
、
海
外
の
生
活
や

文
化
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
海
外
派
遣
事
業
「
少
年
ジ
ェ
ッ

ト
希
望
の
翼
」
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
福
島
県
川
俣
町
の
子
ど
も

た
ち
と
の
交
流
を
含
め
た
、
英
語

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
研

修
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮
城

県
角
田
市
へ
の
子
ど
も
交
歓
派
遣

や
勤
労
青
年
受
入
事
業
を
推
進

し
、
郷
土
愛
の
醸
成
促
進
を
図
り

ま
す
。

　

第
７
次
総
合
計
画
お
よ
び
個
別

施
設
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な
補

修
・
改
修
を
行
い
、
社
会
体
育
施

設
お
よ
び
社
会
教
育
施
設
の
適
正

な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

す
べ
て
の
「
団
塊
の
世
代
」
が

後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年

を
迎
え
、
介
護
人
材
等
の
需
要
が

ま
す
ま
す
高
ま
る
一
方
で
、
社
会

経
済
情
勢
等
の
変
化
に
よ
り
、
介

護
人
材
の
確
保
は
さ
ら
に
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
的
課
題
に
対

し
て
、
37
年
に
わ
た
り
自
治
体
政

策
と
し
て
介
護
福
祉
士
の
養
成
を

行
っ
て
き
た
本
町
に
は
、
道
内
自

治
体
や
介
護
施
設
等
か
ら
の
大
き

な
期
待
と
深
い
信
頼
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
今
後
も
優
れ
た
介
護
福

祉
士
を
養
成
し
、
町
内
を
は
じ

め
、
全
道
・
全
国
に
向
け
て
中
核

的
介
護
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
学
生
確
保
お
よ
び
専
門

職
教
育
等
に
努
め
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
特
に
重
視
す
る
基

本
方
針
と
し
て
３
点
申
し
上
げ

ま
す
。

　
「
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
中
期

経
営
戦
略
」
に
基
づ
き
、
戦
略
性
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社
会
教
育

社
会
教
育

芸 

術
・ 

文
化
活
動
の
支
援 

と
文
化
財
の
保
存
・
活
用

及
び
郷
土
芸
能
の
継
承
活

動
の
推
進

を
持
っ
て
学
校
経
営
に
取
り
組

み
、
持
続
的
経
営
基
盤
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

　

最
重
要
課
題
で
あ
る
学
生
確
保

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組

の
効
果
が
表
れ
始
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
様
々
な
角
度

か
ら
対
策
を
進
め
、
定
員
充
足
率

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
特
色
あ

る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
、

確
か
な
知
識
・
技
術
の
習
得
と
国

家
試
験
合
格
率
１
０
０
％
を
目
指

し
、
介
護
福
祉
分
野
に
お
け
る
先

進
事
例
を
基
に
様
々
な
地
域
課
題

の
基
礎
的
な
理
解
力
を
身
に
付

け
、
幅
広
い
視
野
と
思
考
を
持
っ

た
介
護
福
祉
士
を
養
成
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
地
域
の
介
護
人
材

は
地
域
と
栗
山
町
で
育
て
る
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
「
介
護
人
材
の
確

保
に
関
す
る
自
治
体
包
括
連
携
」

は
、
現
時
点
で
20
自
治
体
と
協
定

を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引

き
続
き
「
町
立
の
専
門
学
校
」
と

い
う
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
、

自
治
体
を
は
じ
め
社
会
福
祉
法
人

な
ど
と
の
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

　

学
生
が
主
体
的
に
取
り
組
む

「
地
域
活
動
研
究
」
の
調
査
・
研

究
過
程
に
お
け
る
様
々
な
町
民
と

の
交
流
を
は
じ
め
、
学
生
と
町
民

が
共
に
学
ぶ
公
開
講
座
の
実
施
、

ケ
ア
ラ
ー
支
援
推
進
に
係
る
連

携
・
協
力
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
一
端
を

担
い
、
地
域
に
開
か
れ
、
町
民
に

期
待
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
学
校

と
し
て
実
感
さ
れ
る
取
組
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
に
お
け
る
福

祉
教
育
を
支
援
し
、
将
来
の
介
護

人
材
確
保
に
つ
な
げ
る
取
組
や
、

介
護
事
業
所
等
と
の
連
携
に
よ
る

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
充
実

し
、
町
内
の
介
護
人
材
確
保
に
貢

献
し
ま
す
。

　

地
域
で
活
躍
す
る
人
材
養
成
に

資
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

と
実
践
を
進
め
る
栗
山
高
等
学
校

の
学
校
設
定
科
目「
栗
山
と
福
祉
」

は
、
そ
の
教
育
効
果
が
表
れ
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、

本
年
度
よ
り
全
学
年
が
履
修
対
象

と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
校
と
の
、

よ
り
一
層
の
連
携
、協
力
を
図
り
、

高
・
専
５
年
間
に
わ
た
る
継
続
的

な
学
び
を
推
進
し
ま
す
。

北
海
道
介
護
福
祉
学
校　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校　

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
展
望

し
た
と
き
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
生
き
生
き
と
学
び
続
け

る
た
め
に
、
教
育
は
極
め
て

重
要
な
役
割
を
有
し
て
お
り

ま
す
。

　

栗
山
町
教
育
委
員
会
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
教
育
の
大

き
な
柱
で
あ
る
学
校
教
育
と

社
会
教
育
、
介
護
福
祉
学
校

が
、
分
野
横
断
的
に
相
互
の

連
携
を
深
め
、
町
民
が
分
か

る
喜
び
、
学
ぶ
楽
し
さ
を
実

感
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学

び
続
け
る
意
欲
を
持
て
る
よ

う
本
町
教
育
の
発
展
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、
議
員
の
皆

様
、
並
び
に
関
係
機
関
・
団

体
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
令
和
７
年
度
の
教
育

行
政
執
行
方
針
と
い
た
し

ま
す
。

令和 5 年より栗山高校の
授業カリキュラムに新設
された学校設定科目。介
護福祉学校と連携し、福
祉に関する教養と知識を
深めます。

「栗山と福祉」の授業

介護福祉学生が日頃から
学んでいる授業を広く地
域の方へ公開し、町民皆
さんとともに学びを深め
る機会を提供します。

北海道介護福祉学校
公開講座

生
涯
教
育
の
推
進

自
然
体
験
教
育
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

国
際
・
地
域
間
交
流
の

推
進

長
寿
命
化
を
図
る
施
設

の
計
画
的
改
修

戦
略
的
学
校
経
営
に

よ
る
経
営
基
盤
の
確
立

本
校
の
教
育
機
能
の
有
効
活
用
と

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

栗
山
高
等
学
校
と
の
連
携
に
よ
る

高
専
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
・
実
証
事
業
の
着
実
な
推
進

平成 30 年より福島県川
俣町と合同で実施。会話
やリスニングなど、授業
はすべて英語で行われ、
最終日には「自身の夢」
を英語で発表します。

英語コミュニケーション
スキル研修

60 歳以上を対象に、年
間でさまざまな講座や
バ ス 研 修 を 行 い ま す。
体と心の健康・社会参
加などを目的に毎年実
施しています。

高齢者大学
いきいきスクール

教育行政執行方針
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と
し
、
下
水
道
事
業
費
用
で
66

万
９
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

４
億
９
４
１
０
万
６
千
円
と
す

る
補
正
で
す
。
資
本
的
収
入
及

び
支
出
に
お
い
て
、
資
本
的
収

入
の
下
水
道
事
業
費
資
本
的
収

入
で
１
億
２
５
８
８
万
７
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
２
億
１
６

３
５
万
１
千
円
と
し
、
個
別
排

水
処
理
施
設
事
業
資
本
的
収
入

で
、
68
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
１
２
７
万
円
と
し
、

ま
た
、
下
水
道
事
業
資
本
的
支

出
で
１
億
２
４
１
９
万
円
を
減

額
し
、
総
額
を
３
億
７
６
４
４

万
９
千
円
と
す
る
補
正
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
11
億
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
２
３
億
７

３
９
５
万
５
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
栗
山
赤
十
字

病
院
改
築
等
事
業
費
の
追
加
に

係
る
補
正
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
、
９
億

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０
４
億

９
０
０
０
万
円
と
す
る
も
の

　

歳
入
歳
出
の
総
額
の
増
減
な

し
と
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
３
０
９
０
万
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
住
宅

団
地
草
刈
業
務
委
託
料
の
減
額

な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
、
３
０

８
万
９
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
１

０
８
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
長
期
債
償
還

利
子
の
減
額
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

　

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お

い
て
、
資
本
的
収
入
で
５
１
５

万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億

８
３
１
３
万
６
千
円
と
し
、
資

本
的
支
出
で
１
７
８
２
万
円
を

減
額
し
、
総
額
を
２
億
９
３
３

０
万
円
と
す
る
補
正
で
す
。

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お

い
て
、
下
水
道
事
業
収
益
で
２

０
０
万
２
千
円
を
減
額
し
、
総

額
を
５
億
２
８
３
４
万
１
千
円

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
２
億
８

６
８
７
万
３
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
１
２
億
８
６
０
４
万
１

千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
く
り
や
ま
暮
ら
し
応
援
券

発
行
事
業
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
１
１
３

万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
13

億
9
5
1
1
万
２
千
円
と
す

る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
療
養

費
の
追
加
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
90
万
３

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１

３
８
３
万
３
千
円
と
す
る
も

の
で
、
主
な
内
容
は
職
員
手

当
の
追
加
な
ど
に
係
る
補
正

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
、

1
2
0
8
万
6
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
1
1
2
億
7
3
9
5
万
5

千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
負

担
金
の
減
額
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
に
３
９
５
９

万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
14
億

３
４
７
１
万
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
内
容
は
保
険
給
付
費
等
交

付
金
の
追
加
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
、
２
７

６
万
６
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
１
億
１
１

０
６
万
７
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
海
外
派
遣
補

助
金
の
実
績
見
込
み
に
よ
る
減

額
な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
、
７
９

６
２
万
９
千
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
14
億
５

３
１
４
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
、
主
な
内
容
は
介
護
保
険
シ

ス
テ
ム
改
修
費
の
減
額
な
ど
に

係
る
補
正
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
、
１
８

０
３
万
６
千
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２
億
４

７
５
４
万
円
と
す
る
も
の
で
、

主
な
内
容
は
北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の
負
担
金
減

額
に
係
る
補
正
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
に
、
36
万
４

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
15
億

3
2
7
7
万
8
千
円
と
す
る
も

の
で
、
主
な
内
容
は
職
員
手
当
の

追
加
な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お

い
て
、
収
益
的
支
出
の
水
道
事

業
費
用
で
２
７
５
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
３
億
８
０
２
６
万

５
千
円
と
す
る
補
正
で
す
。

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お

い
て
、
収
益
的
支
出
の
下
水
道

事
業
費
用
で
38
万
５
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
４
億
９
４
７
７

万
５
千
円
と
す
る
補
正
で
す
。

議会の動き議会の動き

令
和
６
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

令
和
６
年
度
栗
山
町
住
宅
団
地
造
成

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

令
和
６
年
度
栗
山
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
　
案

1 月
臨時会議

　

令
和
６
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
９
号
）

令
和
６
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

令
和
６
年
度
栗
山
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
　
案

3 月
定例会議

令
和
６
年
度
栗
山
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議会の動き議会の動き 栗山町議会では、次の議案が栗山町議会では、次の議案が
審議されました。審議されました。

令
和
６
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

    

令
和
６
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

    

補
正
予
算
（
第
10
号
）

令
和
６
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

令
和
６
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

令
和
６
年
度
栗
山
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

令
和
６
年
度
栗
山
町
工
業
団
地
造
成

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

令
和
6
年
度
栗
山
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

令
和
6
年
度
栗
山
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

栗
山
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

栗
山
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

番
号
利
用
法
の
改
正
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

栗
山
町
南
部
地
区
町
民
セ
ン

タ
ー
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規

則
等
の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

岩
見
沢
市
と
の
定
住
自
立
圏
の

形
成
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に

つ
い
て

南
空
知
葬
斎
組
合
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

栗
山
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
、
勤
勉

手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

で
す
。　

議会の様子をいつでも議会の様子をいつでも
スマホ・パソコンでスマホ・パソコンで
視聴できます！視聴できます！

録画配信あり録画配信あり

栗山町議会 検索

    

令
和
６
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

    

補
正
予
算
（
第
11
号
）

令
和
7
年
度
一
般
社
団
法
人
栗

山
町
農
業
振
興
公
社
事
業
計
画

の
報
告
に
つ
い
て

第
３
期
栗
山
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

栗
山
町
課
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

職
員
等
の
旅
費
支
給
に
関
す
る

条
例

栗
山
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
等

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　

公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
、

坂
口
由
紀
子
氏
（
北
学
田
）
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令

和
７
年
３
月
24
日
か
ら
令
和

11
年
３
月
25
ま
で
の
４
年
間

で
す
。

報
　
告

3 月
定例会議

同
　
意

3 月
定例会議

栗
山
町
第
７
次
総
合
計
画
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

    

令
和
７
年
度
栗
山
町
一
般
会
計

    

補
正
予
算
（
第
１
号
）

で
、
主
な
内
容
は
栗
山
赤
十
字

病
院
改
築
等
事
業
債
の
減
額
に

係
る
補
正
で
す
。

※議会は、当日受付で傍
　聴できます。開始前に
　役場 3 階の傍聴席入口
　までお越しください。

1515 広報くりやま　2025. 4 14142025. 4　広報くりやま      



1717 広報くりやま　2025. 4 16162025. 4　広報くりやま      

町税
11.6％ 繰入金 4.4％

地方交付税
　34.1％

国庫支出金
       11.3%

町債
  19.5％

道支出金
       6.3％

その他
0.4％

地方譲与税 0.9％

自主財源

（利子割交付金・配当割交付金・株式等譲
渡所得割交付金・法人事業税交付金・ゴル
フ場利用税交付金・環境性能割交付金・地
方特例交付金・交通安全対策特別交付金）

24.8％

その他  1.3％
（分担金及び負担金・

  繰越金・財産収入）

使用料及び
手数料 2.1％

諸収入 2.7％

  寄附金 2.7％

地方消費税交付金 2.7％

依存財源
　75.2％

歳  入

歳   出

総務費
　20.5％

民生費
　19.6％

公債費
　10.9％

教育費
　8.4％

土木費 
     15.8％

議会費 0.5％ 災害復旧費
諸支出金
予備費　 0.1％消防費2.9％

農林水産業費
　　　　4.0％

商工費・労働費 2.3％

衛生費 
     15.0％

歳 入 （ 町 の 収 入 ）
【一般会計予算の概要】

　町の一番大きな会計であり、福祉、教育、産業などの幅広い事
業を行う一般会計は、113 億 9,000 万円で、前年度と比較し 7,200
万円（△ 0.6%）の減となりました。【表 1】
　歳入は、町税が前年比 3.4% 増の 13 億 1,626 万 8 千円、地方交
付税が前年比 5.4% 増の 38 億 8,000 万円、町債が前年比 27.6% 減
の 22 億 2,230 万円となりました。国や道からの補助金などによる
依存財源の割合は 75.2% で、歳入の 8 割近くが国や道に依存して
いる構造となっています。【図 1】

歳 出 （ 町 の 支 出 ）

　目的別の歳出内訳は、職
員給与、庁舎の施設管理な
どに要する総務費が 23 億
3,561 万 4 千円（20.5%）と
最も多く、次いで児童、高
齢者、福祉などに要する民
生 費 が 22 億 3,360 万 3 千
円（19.6%）、 道 路 や 公 園、
公営住宅の整備などに要す
る土木費が 17 億 9,884 万 3
千 円（15.8%） の 順 と な っ
ています。【図 2】

【図 2】歳出

【図 1】歳入

一般会計予算一般会計予算 113 億 9,000 万円113 億 9,000 万円の内訳の内訳

－令和 7 年度予算の概要－
予算総額

165 億 548 万 3 千円

【表１】 各会計予算の概要

区　　分 令和 7 年度 令和 6 年度 増　　減 対前年比
（％）

一般会計 113 億 9,000 万円 114 億 6,200 万円 △ 7,200 万円 △ 0.6

国民健康保険特別会計 13 億 2,860 万円 13 億 6,846 万円 △ 3,986 万円 △ 2.9

北海道介護福祉学校特別会計 1 億 1,158 万円 1 億 1,293 万円 △ 135 万円 △ 1.2

介護保険特別会計 14 億 401 万円 14 億 6,017 万円 △ 5,616 万円 △ 3.8

後期高齢者医療特別会計 2 億 6,124 万円 2 億 6,516 万円 △ 392 万円 △ 1.5

住宅団地造成事業特別会計 3,401 万円 3,090 万円 311 万円 10.1

工業団地造成事業特別会計 3,393 万円 3,417 万円 △ 24 万円 △ 0.7

水道事業会計 7 億 8,684 万 2 千円 6 億 7,646 万 3 千円 1 億 1037 万 9 千円 16.3

下水道事業会計 11 億 5,527 万 1 千円 11 億 8,624 万 6 千円 △ 3,097 万 5 千円 △ 2.6

　 合 計 　 165 億 548 万 3 千円 165 億 9,649 万 9 千円 △ 9,101 万 6 千円 △ 0.5

【特別会計の概要】
　特別会計は特定の事業目的のために一般
会計と区分した会計で、町には 6 つの特別
会計があります。本年度の特別会計予算の
総額は 31 億 7,337 万円で、前年度と比較
し 9,842 万円 ( △ 3.0%) の減となりました

【表 1】。主な要因は、介護保険特別会計に
おける居宅介護サービス給付費の減による
ものです。

【事業（企業）会計の概要】
　企業会計は、民間企業と同様の経理方法
により運営している会計です。町の企業会
計は、水道事業会計、下水道事業会計の 2
つの会計があり、本年度の総額は 19 億 4,211
万 3 千円で、前年度と比較し 7,940 万 4 千
円（4.3%）の増となりました【表 1】。主な
要因は、建設改良費の増によるものです。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
、
６

つ
の
特
別
会
計
、
お
よ
び
２
つ

の
事
業
会
計
の
予
算
が
、
令
和

６
年
栗
山
町
議
会
定
例
会
３
月

定
例
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

○
令
和
7
年
度
の
当
初
予
算
額

町
全
体
の
予
算
総
額
は
１
６

５
億
５
４
８
万
３
千
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
９
１
０
１
万
６

千
円
（
△
０
・
５
%
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

主
に
、
公
共
施
設
等
空
調

設
備
の
整
備
、
学
校
教
育
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
推

進
、
栗
山
赤
十
字
病
院
の
改
築

支
援
、
第
５
期
工
業
団
地
内
道

路
新
設
、
町
営
バ
ス
の
運
行
や

地
域
公
共
交
通
機
関
の
確
保
維

持
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
対
応
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推

進
な
ど
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
財
政
課
財
政
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
３

令和 7 年度予算



安全・安心で快適なふるさとづくり　　　　　
　　　　　　　　　　　　                 （都市基盤）

ハサンベツ里山作業日の様子ハサンベツ里山作業日の様子

　　　　　　秋まつりの様子　　　　　　秋まつりの様子

今年度の  まちの主要事業 をお知らせします

令和 7 年度予算

【問い合わせ】
企画財政課財政グループ　☎ 73-7503

　今月の掲載内容のほか、より具体的な予算内容をまとめた冊子「知っておきたい！
まちの予算～令和 7 年度予算説明書～」を作成しました。冊子は下記の施設に配置し
ているほか、町ホームページでも掲載しています。ご希望の方には配布も行っており
ますので、ご希望の場合は下記までご連絡ください。

詳しい情報は別冊資料をご覧ください

　■設置窓口　
　・役場新庁舎１階        
　・カルチャープラザ
　・しゃるる  
　・図書館  
　・改善センター  
　・南部公民館

・  農薬散布用無人航空機の導入支援　221 万円
・  道営農地整備事業の実施（円山・御園・富士地区など）　　
　4,241 万 9 千円

・  商店街地域カードの電子化事業に対する支援
　528 万 6 千円

・  第 5 期工業団地内への道路新設   1 億 7,180 万円
・  観光・交流による地域経済の活性化　3,575 万 3 千円

活力と賑わいあふれるふるさとづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業）

・  ごみ収集車の更新　　1,415 万 6 千円
・  公共施設等への空調設備の整備　9,150 万 9 千円
・  生物多様性の損失を止め、自然を回復軌道に乗せる「ネ
　イチャーポジティブ（自然再興）」の実現に向けた普及
　推進　130 万 8 千円

・  消防広報車の更新　1,205 万 9 千円
・  自転車乗車用ヘルメット購入費の補助　　140 万円

心豊かに暮らせるふるさとづくり
　　　　　　　　　　　　　　　（生活環境）・  橋梁の点検・修繕　9,614 万 3 千円

・  町道の道路環境維持・向上に向けた補修工事など
    2 億 8,870 万円

・  町営バスとして運行中の北広島駅循環線用デマンドバスの
    購入　541 万 9 千円

・  公営住宅の整備・改修（中里団地の建替・ふじ団地の改修など）
    5 億 9,110 万 6 千円

・  栗山公園施設等の更新・整備　5,459 万 4 千円

・  情報システム・機器の活用　9,843 万 3 千円
・  基幹業務システムの標準化対応など自治体 DX の推進　
　1 億 995 万 9 千円

・  コミュニティ放送局の運営支援、情報収集・発信の担い   
    手育成など、町民との情報共有や町外への情報発信の充実
    3,519 万 9 千円

・  学校用１人一台端末の更新　4,127 万 6 千円
・  栗山高校の生徒確保と希望進路への支援、栗山高校「魅　
　力化ビジョン（案）」の推進　4,065 万 6 千円

・  スポーツセンタートレーニング機器の更新　
　654 万 2 千円

・  ハサンベツ里山づくりの活動支援　909 万 1 千円

・  乳幼児期の健やかな発達・発育の支援　1,922 万 9 千円
・  栗山赤十字病院の改築支援　11 億円
・  子育てしやすい環境の充実　1,132 万円
・  ケアラー支援の充実　506 万 3 千円

みんなの絆で支え合うふるさとづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　    （地域経営）

健幸で生きがいを感じるふるさとづくり
　　　　　　　　　　　　　　（医療・保健・福祉）

人々が元気に輝くふるさとづくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　（教育）

建替後の中里団地（中央南団地）建替後の中里団地（中央南団地）

昨年度開局した「エフエムくりやま」昨年度開局した「エフエムくりやま」

栗山赤十字病院の改築の様子栗山赤十字病院の改築の様子

カルチャープラザなど 4 つの公共施設カルチャープラザなど 4 つの公共施設
で空調設備を整備で空調設備を整備
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旭日単光章受章
　町議会議員を務められた故木内 勲雄さんが旭
日単光章を受章し、長男の学さんが勲章の伝達
を受けました。木内さんは昭和 62 年に町議会
議員に初当選され、平成 3 年から平成 7 年まで
の 4 年間は産業建設常任委員会副委員長、平成
10 年から 2 年間は副議長を務められるなど、3
期 12 年ものながきに渡り、地方自治の発展に
尽力されてきました。今回はその功績が認めら
れ、地方自治功労者としての受章となりました。

～功績をたたえて～～功績をたたえて～

          栗山町青年農業賞
　令和 6 年度栗山町青年農業賞および勝部徳太
郎夫婦賞を富士の前田一樹さん、菜奈恵さん夫
妻が受賞しました。前田さんは平成 24 年に後
継者として就農。玉ねぎや小麦などの農産物を
生産するほか、くりやま農業未来塾での活動を
はじめ、若手農業者団体である JA そらち南青
年部などでも活躍するなど、地域や仲間との信
頼関係を築き、栗山町農業の将来を担う人材と
して期待されています。

　
　栗山町出身者および栗山町にゆかりのある方で構成される「東京栗山会」の総会が、5 月 24
日㈯午後 2 時より、東京都の都市センターホテルで開催されます。
東京栗山会は、栗山町出身者および栗山町にゆかりのあり方で構成され、栗山を愛する人が集い、
栗山の発展のために活動している団体です。
　地元・栗山町からも多くの出席が予定されていますが、東京近郊にお住まいの方をはじめ、
総会に出席して、懐かしい顔に会い、栗山を語り、栗山を応援しませんか？

【日 時】5 月 24 日（土）　午後 2 時～ 5 時予定
【場 所】都市センターホテル　5 階「オリオン」（東京都千代田区平河町 2-4-1）

　　　　　☎ 03-3265-8211
【内 容】栗山町からの PR、お楽しみ抽選　ほか
【会 費】10,000 円　　　　

その他詳細、お問い合わせは、町ホームページをご確認ください→

第 19 回「東京栗山会」総会が開催されます第 19 回「東京栗山会」総会が開催されます
● 4 月 23 日㈬　18：30 ～　
　会場：しゃるる

● 4 月 28 日㈪　18：30 ～　
　会場：カルチャープラザ

● 4 月 30 日㈬　18：30 ～　
　会場：南部公民館

● 5 月 2 日㈮　18：30 ～　
　会場：改善センター

※ 5 月 1 日㈭　18：30 ～　
　会場：カルチャープラザ

栗山市街・北部地区の皆さん
町内会長、北部地区自治会長

栗山市街・北部地区の皆さん
町内会長、北部地区自治会長
　
継立・日出・南部地区の皆さん
南部地区自治会長

角田・中部地区の皆さん
中部地区自治会長

町内会・自治会以外の関係団体
さま（上記日程に出席できない
方もご出席いただけます）

皆さんの声を町政に

✿✿まちの駅　栗夢プラザまちの駅　栗夢プラザ
　　【【場所】場所】まちの駅「栗夢プラザ」（中央 2）☎ 73-5515まちの駅「栗夢プラザ」（中央 2）☎ 73-5515

・酒造まつり限定商品の販売・酒造まつり限定商品の販売

✿✿天然温泉くりやま天然温泉くりやま
　　【【場所】場所】ホテルパラダイスヒルズ（湯地）☎ 72-1123ホテルパラダイスヒルズ（湯地）☎ 72-1123

・ホテルご利用の方限定で甘酒無料提供・ホテルご利用の方限定で甘酒無料提供

くりやま老舗まつりくりやま老舗まつりくりやま老舗まつりくりやま老舗まつりくりやま老舗まつり

✿✿第 24 回きびだんごまつり第 24 回きびだんごまつり
　　【【場所】場所】谷田製菓株式会社（錦 3）☎ 72-1234谷田製菓株式会社（錦 3）☎ 72-1234

・製造工場の見学など・製造工場の見学など

✿✿

✿✿

４月  12 日土
　　 10：00 ～ 16：00

　明治 11 年創業の老舗「北の錦」小林酒造と、大正
2 年創業「谷田の日本一きびだんご」谷田製菓、さら
に 1 市 4 町の人気飲食店が立ち並ぶ「ふるさと田舎ま
つり」が織りなす「くりやま老舗まつり」を今年も盛
大に開催します。皆さんのご来場をお待ちしています。
※詳しい内容は折込チラシをご覧ください。

４月  13 日日
　　 10：00 ～ 15：00

✿✿第 37 回北の錦酒蔵まつり第 37 回北の錦酒蔵まつり
　【　【場所】小林酒造株式会社（錦 3）☎ 72-1001場所】小林酒造株式会社（錦 3）☎ 72-1001

・国の登録有形文化財酒蔵群の一般開放など・国の登録有形文化財酒蔵群の一般開放など

✿✿栗山煉瓦創庫くりふと連携イベント栗山煉瓦創庫くりふと連携イベント
　　【【場所】場所】栗山煉瓦創庫くりふと（中央 3）☎ 76-9945栗山煉瓦創庫くりふと（中央 3）☎ 76-9945

・ファブラボ栗山ものづくり体験ワークショップなど・ファブラボ栗山ものづくり体験ワークショップなど

✿✿ふるさと田舎まつり 2025ふるさと田舎まつり 2025
　　【【場所】場所】栗山煉瓦創庫くりふと　横栗山煉瓦創庫くりふと　横

・近隣 1 市 4 町の人気飲食店の出店など・近隣 1 市 4 町の人気飲食店の出店など

①令和 7 年度予算の編成など①令和 7 年度予算の編成など
②自由懇談②自由懇談

まちづくりまちづくり懇談会懇談会
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Graduation ceremony

    ■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　

    ■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　

    ■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　

思思い出とともにい出とともに

    ■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　

22222323

ずずっとっと

忘忘れないれない

3 月、町内の各学校で卒業式が行われ、

たくさん思い出が詰まった学び舎から巣

立ちました。

School Of KuriyamaSchool Of Kuriyama
Graduation CeremonyGraduation Ceremony



空知の技能者が栗山に集う

第49回空知管内技能尊重推進大会

　空知管内の技能者・関係団体が集う第49
回技能尊重推進大会が2月21日、カルチャー
プラザで開かれました。大会では町技能協会
の小野寺漸

すすむ

さんをはじめ優れた技能者4人に
表彰状が授与され、その後記念講演として、
栗山高校女子野球後援会常任理事の塩見望

のぞむ

さ
んによる講演などが行われました。

全道かるた大会の結果を報告

角田小の佐藤銀士さん・文夏さん

　北海道子どもかるた大会に出場した角田
小6年の佐藤銀

ぎ ん じ

士さん・同2年の文
ふ み か

夏さんが2
月17日、吉田政和教育長へ報告に訪れまし
た。二人はチーム編成の関係から、岩見沢
チームに合流し出場。二回戦敗退という結果
に悔しさを滲ませながらも「また一から練習
をもっと頑張りたい」と話していました。

まちのニュース広報に掲載できなかった話題は町ホームページや各種 SNS に掲載しています。
【URL】https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp

　工業団地企業協議会が2月17日、少林寺拳
法少年団に練習用防具のヘッドガードを寄贈
しました。同協議会は青少年育成事業の一環
として、町内の団体に毎年物品の寄贈を行っ
ています。受け取った栗山小4年の岡村恭

や す よ し

義
さんは「一生懸命稽古して、強くなれるよう
に頑張ります」と力強く話していました。

練習用防具を寄贈
栗山工業団地企業協議会

値ごろ市×キッズクラブ

キッズカフェがオープン

　青少年体験学校「栗山キッズクラブ」の活
動が3月8日、栗山煉瓦創庫くりふとで行わ
れました。今回は湯地の直売店「値ごろ市」
とのコラボカフェとして、同店が提供するプ
レート料理の調理を体験。午後からは接客か
ら食事提供までを子どもたちが担い、美味し
い料理をふるまいました。

クレープに込められた思いを東大生へ

北山沙也加さん

　地域おこし協力隊の北山沙也加さん（3月
末卒業）が3月10日、学生団体「東大むら
塾」の研修に参加しました。同団体は平成30
年より町と交流を深めており、北山さんは研
修の講師として、自らが手掛けるクレープ作
りを指導。その後学生に対し、町を拠点とし
た今後の活動への思いを伝えました。

フルオーケストラによる迫力ある演奏

札響ひなまつりコンサート

　第37回札響ひなまつりコンサートが3月15
日、スポーツセンターで開かれました。今年
は川瀬賢太郎さんがタクトを振り、第一部で
ベートーヴェンの交響曲第7番を演奏。第二
部では聴きなじみのあるクラシックの数々が
披露され、来場者約520人はフルオーケスト
ラの迫力ある演奏に聴き入っていました。

　町老人クラブ連合会が主催する高齢者演芸
会が3月17日、カルチャープラザで開かれま
した。個人・サークルで活動している21組
43人が参加し、日頃の成果を発表する恒例
イベント。歌謡や民謡、息がピッタリとあっ
た楽器演奏、フラダンスなどが披露され、約
200人の観客たちを魅了していました。　

歌や舞い、練習の成果を披露

高齢者演芸会
栗っ子57人の活躍をたたえる

”輝け栗っ子” 児童生徒表彰式

　小中学生の活躍をたたえる「令和6年度児
童生徒表彰式」が2月28日、しゃるるで開か
れました。今年表彰されたのはスポーツ大会
や文化活動などで優秀な成績を収めた小学
生38人と中学生19人。佐々木学町長と吉田
政和教育長が児童生徒一人ひとりの栄誉を
称え、表彰状と記念メダルを手渡しました。
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　4 月 21 日㈪ 10：00 よりキャンプ・バーベキューの受付を開始します。
　29 日㈷のオープンまでは、電話予約（平日 10：00 ～ 15：00）もしくは WEB 予約の
どちらかとなります。

キャンプ・バーベキューコーナーの予約受付はじめます

10：00 ～　栗山公園オープン
　お子様用のお菓子の 贈呈（先着 200 人）や、パクパクタイム
無料券１枚贈呈（先着 50 人）

11：00 ～ 15：00　パクパクタイム
　ポニー、うさぎ、やぎ、ひつじ、エゾシカ、モルモットにに
んじんをあげてみませんか？
※動物の体調や満腹具合をみて、早めに終了する場合がありま
　すのでご了承ください。

12：00 ～　花の苗プレゼント
　大人のお客様（先着 50 人）に差し上げます。ぜひ、ご家庭で
育ててみませんか？

12：30 ～　みのり太鼓ステージショー
　栗山みのり太鼓による、力強く迫力のある太鼓の音色をお楽
しみください。

〈栗山公園オープンイベントタイムスケジュール〉

【問い合わせ】栗山公園案内所　☎ 72-0706
指定管理者　株式会社たかはしダリア

No.205No.205

最新ニュースをお届けします！

　今年の栗山公園オープンは 4 月 29 日㈷ 10：00 からです。毎年恒例のオープンイベントを
開催し、キッチンカーも多数出店予定です。ぜひお越しください。

今年は今年は 44 月月 2929 日㈷ オープン！！日㈷ オープン！！

「くり山の子ども」第 9 号

YouTube で
歴史コンテンツ

公開中！

―――――――
町史資料調査室
☎ 76-7820

第 6 話「道内から道内へ」

　ありがたいことに「コシモト
さん、広報で見たよ」と声をか
けられることが増え、とても嬉
しい半面、ますます適当なこと
は書けないなと身が引き締まる
思いの私。今年度もよろしくお
願いいたします。
　さて、3 月上旬に札幌で移住
相談会がありました。「移住」と
いうと東京や大阪などの大都市
から地方へ移るといったイメー
ジがありますが、昨今の栗山町
では札幌在住の方からのお問い
合わせがとても多く、当日も栗
山町ブースは常に相談者がいる
状態で、あっという間に一日が
終わりました。札幌から車で
60 分ほどの距離ということも

あり、もうひとつの拠点を求め
る「二地域居住」への関心が高い
ことも驚きでした。
　北海道は地域によって気候や
風土、歴史的背景、産業などに
違いがあり、その人が「どんな
田舎暮らしをしたいか」という
ニーズに対する多様な選択肢が
あります。私の栗山町の推し
ポイントは、「札幌などの都市
や空港が近くにある利便性」と、

「豊かな自然と美しい農村風景
とともに暮らせる田舎」の両方
をいいとこどりできるところ。
この「田舎過ぎない田舎」を求め
るひとりでも多くの人たちに栗
山町が刺さるよう、今年度も駆
け抜けます！

栗山町移住コーディネーター栗山町移住コーディネーター

文：文：腰腰
こ し も とこ し も と

本本　　江江
え り さえ り さ

里沙里沙
（通称：移住 C コシモト）　　　　　（通称：移住 C コシモト）　　　　　

栗山町の移住情報
は、ウェブサイト
で公開中です！→

栗山移住
こしょこしょ話♪

移住 C コシモトの

毎回栗ごはんベレー帽をかぶって相
談会に臨んでいます

※天候不良により、中止になることがありますのでご了承ください。

［最新情報を簡単アクセス］
★栗山公園公式ホームページ

http://t-daria.com/parktop
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子育てボランティア募集中！

地域の子育て、 一緒に応援しませんか？ 
地域の子育て、 一緒に応援しませんか？ 

Interview

私なりにできること、子どもたちと保護者の皆さんへ
　3 年前に東京から移住しました。ボランティアに参加するきっ
かけは、この広報紙で募集記事を読んだことだったと思います。
もともと子どもと関わることは好きでしたが、移住を決める際に
町の方に大変お世話になり、これからは何か町の力になりたいな
という思いから、活動に関わるようになりました。可愛い子ども
たちに囲まれると私自身もすごくエネルギーをもらえますし、少
しでも保護者の方がリフレッシュできる時間をサポートできれば
と思っています。

　子育て支援センター「スキップ」では年 5 ～ 6 回・2 時間程度、子どもたちの託児やイベ
ントのお手伝いをしてくれる登録ボランティアを募集しています。子育て経験者や子どもが
好きな方など、どなたでも大歓迎です。ぜひ一緒に子育てを応援しませんか？
　　　　　　　　　　    【問い合わせ・申込先】   子育て支援センター「スキップ」  ☎ 72-1280

  子育てボランティア

野尻  佳奈子  さん

　子育て支援センターの講座や育児サー
クル行事での託児、イベント（講演会や
お楽しみ会など）のお手伝い

●活動内容

●対象
　町内在住・在勤の方でボランティア活

動に興味のある方（特別な資格は不要）

＼ 子どもの成長を間近で ／
＼ 子どもの成長を間近で ／

＼ 子どもたちとのふれあいタイム
＼ 子どもたちとのふれあいタイム♬♬ ／ ／

元気が一番元気が一番
保健のお知らせ 【問い合わせ】住民保健課健康推進グループ　☎ 73-2256

He
althHealthH

ealthHealthH
ea
lth

【対象者】※既に任意接種された方を除く。
①右記の生年月日の方
※令和7年度から令和11年度の各年度において右記の年齢に
　到達する方へ5年かけて助成を行います。
※101歳以上の方は令和7年度に限り全員対象です。

②60～64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障
　害があり日常生活がほとんど不可能の方

高齢者帯状疱疹ワクチン接種費用の一部助成

【実施日】4 月 15 日㈫
・消防署
　9：30 ～ 10：30

・北海道介護福祉学校
　12：00 ～ 13：00

・栗山警察署
　14：00 ～ 15：00

・栗山赤十字病院
　15：30 ～ 16：30

献血のお知らせ献血のお知らせ
■集団健診会場で受診する場合
　電話予約（☎ 73-2256）または Web 予約→
※令和 7 年度集団検診の日程は町ホームページ
　に掲載しています。
■各医療機関で受診する場合
　医療機関へ直接ご連絡ください。
※特定健診の項目に心電図が加わり、各医療機関（梶整形外科
　医院を除く）で受けられるようになりました。

健（検）診のご案内健（検）診のご案内

　令和7年度から65歳の方などを対象に帯状疱疹ワクチンの接種費用を一部助成します。
令和7年度対象者は下記の通りです。接種の機会を逃さないようにご注意ください。

※対象者（②を除く）の方に個別に通知しますので、ご
　確認ください。
　接種期限は令和8年3月31日までです。

帯状疱疹ワクチンは2種類あります
　いずれのワクチンも帯状疱疹に対する予防効果が認められています。

※ワクチンの接種は、接種医
　療機関へ直接予約が必要で
　す。通院や入院などにより
　やむを得ず町外医療機関で
　接種する場合は、事前申請
　が必要となるため、上記ま
　でお問い合わせください。

生年月日

65 歳 昭和 35 年 4 月 2 日～
36 年 4 月 1 日

70 歳 昭和 30 年 4 月 2 日～
31 年 4 月 1 日

75 歳 昭和 25 年 4 月 2 日～
26 年 4 月 1 日

80 歳 昭和 20 年 4 月 2 日～
21 年 4 月 1 日

85 歳 昭和 15 年 4 月 2 日～
16 年 4 月 1 日

90 歳 昭和 10 年 4 月 2 日～
11 年 4 月 1 日

95 歳 昭和 5 年 4 月 2 日～
6 年 4 月 1 日

100 歳 大正 14 年 4 月 2 日～
15 年 4 月 1 日

101 歳以上 大正 14 年 4 月 1 日
以前の生まれ

対象者

生ワクチン 組換ワクチン

接種回数 1 回（皮下に接種） 2 回（筋肉内に接種）
通常 2 カ月以上の間隔をあける

効果
1 年後 6 割程度の予防効果 9 割程度の予防効果
5 年後 4 割程度の予防効果 9 割程度の予防効果

10 年後 ― 7 割程度の予防効果
助成額 4,000 円 22,000 円（1 回 11,000 円）

助成方法 　医療機関で接種後、接種費用から上記助成額を差し引い
た費用を医療機関に支払い（生活保護世帯は全額助成）
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information 【問い合わせ】　環境生活課環境政策グループ　☎ 73-7511

地域で輝く介護福祉学校と栗山高校に通う皆さん
の様子をお届けします栗山学び隊　No.59 

兄から続く、栗山で学ぶ介護の道

　
と
も
に
美
術
部
所
属
で

卒
業
後
は
デ
ザ
イ
ン
系
の

学
校
を
志
望
す
る
二
人
。

　
担
任
か
ら
の
要
望
も
あ

あ
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
た
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
画
像
の
デ
ザ
イ

ン
を
手
が
け
ま
し
た
。

　
「
頼
ま
れ
た
と
き
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、

友
人
た
ち
と
も
ア
イ
デ
ア

を
出
し
あ
い
、
い
い
も
の

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ

ン
を
担
当
し
た
野
澤
さ
ん

は
「
受
験
生
が
見
る
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
制
服
や

桜
、
顔
の
向
き
な
ど
前
向

き
な
要
素
を
工
夫
し
ま
し

た
」
と
話
し
ま
す
。

　
背
景
を
担
当
し
た
太
田

さ
ん
は
「
短
期
間
の
作
業

で
し
た
が
、
う
ま
く
で
き

ま
し
た
。
ペ
ー
ジ
の
ア
ク

セ
ス
数
も
増
え
た
よ
う
で

よ
か
っ
た
で
す
」
と
ほ
っ

と
し
た
様
子
を
見
せ
ま
す
。

　
現
在
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
進
路
に
向
け

た
準
備
を
重
ね
て
い
る
二

人
。「
や
り
た
い
こ
と
を

明
確
に
し
、
校
風
も
調
べ

な
が
ら
良
い
選
択
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
口

を
揃
え
て
話
し
ま
し
た
。

太
お お た

田  恵
め い

依 さん（左）· 野
の ざ わ

澤  雪
ゆ き ね

音 さん（右） （栗山高校 3 年）

” 大親友 ” で作り上げたデザインが公開

　
岩
見
沢
市
出
身
で
卒
業

生
で
も
あ
る
二
つ
上
の
兄

の
影
響
も
あ
り
、
介
護
の

道
を
志
し
ま
し
た
。

　
「
家
で
い
つ
も
楽
し
そ

う
に
学
校
の
話
を
す
る
兄

の
姿
を
見
て
お
り
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
先

生
と
の
距
離
の
近
さ
や
介

護
の
魅
力
を
感
じ
入
学
し

ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
栗
山
を
訪
れ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い

う
千
葉
さ
ん
。「
老
人
ク

ラ
ブ
の
交
流
会
や
里
山
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

で
初
め
て
町
と
関
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
人
の

の
温
か
さ
、
笑
顔
が
素
敵

な
方
ば
か
り
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。  

　
２
年
生
に
な
る
と
、
す

ぐ
に
介
護
施
設
実
習
が
始

ま
り
、
卒
業
後
の
進
路
も

検
討
す
る
時
期
で
す
。

　
「
夢
は
も
ち
ろ
ん
介
護

福
祉
士
。
ま
ず
昨
年
の
実

習
以
上
に
主
体
的
に
動
く

こ
と
を
意
識
し
て
取
り
組

み
た
い
。
礼
儀
や
挨
拶
を

大
切
し
、
技
術
を
知
識
を

身
に
付
け
、
安
心
を
与
え

ら
れ
る
存
在
に
な
り
た
い

で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

しない！させない！しない！させない！

不法投棄不法投棄  はは

犯罪 犯罪 ですです

町民の皆さんへ
　

４
月
に
な
る
と
雪
解
け
が
進
み
、
冬

期
間
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
が
目
立

ち
始
め
ま
す
。
不
法
投
棄
は
自
然
環
境

や
美
観
を
損
な
う
ほ
か
、
環
境
の
汚
染

や
悪
臭
の
原
因
、
近
隣
住
民
へ
の
迷
惑

と
な
る
許
さ
れ
ざ
る
行
為
で
す
。

　
「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
は
、
み
だ
り
に
ご
み
を

捨
て
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
、
不
法
投

棄
を
行
っ
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
千
万
円（
法
人
は
１
億
円
）

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両
方
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。
不
法
投
棄
を
発
見
し
た

際
は
警
察
署
ま
た
は
環
境
生
活
課
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の

土
地
を
守
る
の
は
自
分
自
身
で
す
。
不

法
投
棄
を
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り
を

春の全町一斉清掃春の全町一斉清掃

【今回の一斉清掃より、分別方法が一部変更となりました】

■日時　
※ 6：45 の打上花火で合図・雨天決行
※詳細は各町内会・自治会経由でお知らせします。
※家庭ごみの収集は行っていません。家庭ごみは、

各地区の決められた曜日に排出してください。

4 月 20 日日  7：00 ～

【変更前】 【変更後（今回）】

燃やせる
ごみ

燃やせない
ごみ

資源以外

缶・ビン
ペットボトル

プラスチック類

資源物

燃 や せ る ご み
（汚れたプラス

チック類含む）

燃やせない
ごみ

資源以外

缶・ビン
ペットボトル

鉄・金属類

資源物

　私有地に捨てられたごみは、
町で撤去できません。不法投棄
をした者が特定できない場合は
土地所有者で処分が必要です。

CHECK ! もし、私有地にごみが
捨てられたら

こまめな草刈りで見通しをよくこまめな草刈りで見通しをよく1

定期的な見回りを行う定期的な見回りを行う2

不法投棄禁止の看板を設置不法投棄禁止の看板を設置3

【不法投棄を防ぐための対策】

▲ 二人が担当した TOP ページのデザイン。上記の二
　次元コードよりご覧いただけます。

千
ち ば

葉   瑞
み ず き

姫  さん（介護福祉学校 2 年）
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事 務 局

中
事務局長

野　真里
武
主査

田　憲尚・谷水　優太議 会

事 務 局

藤
事務局長

澤　祐之

農 業 委 員 会 小
書記長（併任）

南　治朗選挙管理委員会

中
書記（併任）

野　真里監 査 委 員

農 林 課

田
課長

﨑　　剛
田
主査

中　敦志・藤田　紘輝・笠原　倖輔・阿部　　環

宮
課長

本　孝之
白
主査

土　真弓・及川　   遥商工 ・ 労働Ｇ

令和 7 年 4 月 1 日現在令和 7 年 4 月 1 日現在

原
主査

田　恭兵・相
主査

川　貴行・伊藤　　昴・横山菜々美観光 ・賑わい推進Ｇ

北
主幹（農業振興公社派遣）

野　泰教
丸
主幹

山　友也

石森　和幸
髙間　理香
主幹兼栗山駅南交流拠点施設担当主幹

主幹兼商店街振興対策担当主幹

出 納 室 後
主査

藤　美雪・坪谷　桃香

名
会計管理者（兼務）兼室長（兼務）

内　　隆

町    職員の配置職員の配置

町

長

佐
々
木
　
学

副

町

長

橋
場
　
謙
吾

企 画 財 政 課

平
課長

野　敬太
中
主査

島　成美・石掛　　杏・木
（新採用）

藤　慶太

三木　貴光
橋
主査

本　悠希・山田　雄大・今井　僚音・江
（新採用）

口　堅也

上 下 水 道 Ｇ 小
主査

笠原　裕・名
主査

内　倫子・山西　創太・橋場　大輔
花
課長

田　勝巳

上 下 水 道 課

平
技術長

田　法雄

企画担当主幹

～

澤
主査（兼務）

田　康文・松田　龍飛

税 務 課

名
課長

内　　隆
仁
主査

木　美樹・岡
主査

本　有生・元由　麻葵・天野　海斗

住 民 Ｇ住 民 保 健 課

笹
課長

木真由美
坂
主査

口　潤子・日野　琴絵・干
（新採用）

場　柚希

収 納 Ｇ

定 住 推 進 課

本
課長

田　　徹

久
主査（兼務）

保　智哉・相沢　月那

髙
主査

野瀬真弓・上
主査

西　洵子・田中　伶奈・松田　茂弓

上
所長

島　宣和

継 立 出 張 所

定 住 推 進 Ｇ

山内あづさ・及川　洵成・大谷　匠輝

片岡　ゆう・黒川　鈴夏・渡
（新採用）

邉　喜子・山
（新採用）

田　凜香
健 康 推 進 Ｇ

国 保 Ｇ

課 税 Ｇ

主査

木
住民担当主幹

地　由枝

主査（消防署より派遣）

南
主査（社会福祉協議会派遣）

部　聖人・坂
主査

下　　慎・樋
主査

口しほみ・小林　美久

向
主査

中野麻里子・大原　淳哉・五
（新採用）

十嵐大也

高
課長

田　宏明

鈴
主査

木しのぶ・田村　彩乃（子育て支援センター）

福祉・子育てＧ

（発達サポートセンター） 藤
主査

田　隆博・仁
主査

平　竜太・大
主査

館　徳子・湯浅真理子

（地域包括支援センター） 荻
主査

野　智鶴・大
主査

場　千鶴・大
主査

家　洋志・山森　晶子

福 祉 課

環 境 政 策 Ｇ環 境 生 活 課 中
主査

野　和広
杉
課長

本　整昭 松村　和人・東庄　基樹生 活 安 全 Ｇ

樋渡　哲也
高齢者・介護・医療担当主幹兼
地域包括支援センター長

鎌田　悠汰・志
（新採用）

和　沙菜

西
主幹

村　敬美

川
（再任用）

股由紀子
高齢者 ・介護 ・医療Ｇ

荒井　理恵
高齢者・介護・医療担当参与

小
課長

南　治朗
広報 ・ 防災Ｇ

武
主査（道央廃棄物処理組合派遣）

岡　真吾・大
主査

橋　侑馬・山中　　融・小谷　菜月

松川　公人

総 務 課

総務担当兼男女共同参画・内部統制担当主幹

総 務 Ｇ

情報 ・ DX Ｇ 仲
主査

野　　涼・清
（新採用）

水伸太郎渡
広報・防災担当主幹

邊　　暁
長
情報・DX担当主幹

澤　　融
伊
総務担当参与

藤　照美

橋元　幸士
福祉・子育て担当主幹
宮林　葉月
福祉・子育て担当主幹
兼子育て支援センター長

木戸　知美
福祉・子育て担当主幹

出南　　力
高齢者・介護・医療担当主幹

ゼロカーボン推進Gゼロカーボン推進担当主幹

高橋利志意 高
主査（兼務）

橋利志意・（東庄　基樹）

（農業振興公社派遣）

～

小
主査

野寺さゆり・河津　麻未・上田　朱莉

久
主幹

保　智哉

酒
総務担当主幹

井　文恵

澤田　康文

山本　　諭
国保担当参与

髙
主幹

野瀬大和

（農業振興公社派遣）

主幹

商 工 観 光 課

越
主査

前谷孝行・竹
主査

内　恒太・田中　成明・川
（新採用）

名いつみ

桑
課長

島　克典
中
主査

川　圭太・（横山　達哉）・浅野　祥太・正田菜々美
石
主査

川　　純

山崎　輝河・三
（再任用）

田　和江

篠
館長（兼務）

田　孝義
鈴
主査

木　恵美

北海道介護福祉学校

悪七　尚広
古田　敏幸

教 育 委 員 会
（ 給 食 セ ン タ ー ）

太
室長

田　淳司

学 校 教 育 課

太
主査（兼務）

田　淳司・辻　めぐみ学校経営改善室

篠
課長

田　孝義

鈴
教務担当主幹

木　敦子

社 会 教 育 Ｇ

学 校 教 育 Ｇ

社 会 教 育 課

図 書 館

　
　
　
　
　
吉
田   

政
和

教

育

長

副校長（事務局長事務取扱）

藤
教務担当主幹

田　秀剛

校長（教務課長事務取扱）

金
主幹

丸　大輔

佐
主幹

藤　裕介

神
教務担当参与

谷　寿恵

 
【退　職　者】

森　　英幸・十河　真弓・川股由紀子・山口　拓人
飯田　佑志・田中　　陽・細川　愛綸

辻
事務局主幹

　由紀江

辻
主査（兼務）

　由紀江・永
（再任用）

坂　孝光

金
室長（兼務）

丸　大輔
南
主査

　　敬太・横
（新採用）

山　達哉学 校 再 編 室

企 画 Ｇ

財 政 Ｇ

農 林 業 Ｇ

久米　　響・北
（新採用）

島愛侑海

柴
主査

田　真嗣・道
（新採用）

林　　晶・佐藤　峻平

建 設 課

谷
課長

口　良之
工
主査

藤　浩太・澤
主査

田　翔太・山
主査

宮　匠土・廣田　翼佐

西
技術長

田　達也

（土地改良センター派遣）

建築 ・ 住宅Ｇ

土木 ・ 管理Ｇ

野原　　修
土木・管理担当主幹

向中野宏樹
建築・住宅担当主幹

片山　伸治
（再任用・土地改良センター派遣）

谷内　尚樹
土木・管理担当主幹

清
主査

藤　大亮・成田　卓朗・山下　倖生

河
健康推進担当参与

合　優香

月輪　淳紹
福祉・子育て担当主幹（社会福祉協議会派遣） 主な変更点①主な変更点①      課・グループ名の変更課・グループ名の変更

ブランド推進課 商 工 観 光 課

若者定住推進課 定 住 推 進 課

環 境 政 策 課 環 境 生 活 課

学 校 教 育 課
主な変更点②主な変更点②      学校再編室の設置学校再編室の設置

　学校教育課に「学校再編室」を設置し、町立小中学校の適正
配置をはじめ、小中一貫教育の推進や地域・関係団体との協議
など、学校運営の再編を行います。

学 校 教 育 課

学校経営改善室

企 画 財 政 課

財 政 Ｇ

企 画 Ｇ経 営 企 画 課 地 域 政 策 Ｇ

行 政 経 営 Ｇ

建 設 課

建築 ・ 住宅Ｇ

土木 ・ 管理Ｇ建 設 課 総 務 管 理 Ｇ

技 術 Ｇ

農 林 業 Ｇ農 林 課農林業振興Ｇ産 業 振 興 課

総 務 Ｇ総 務 課

DX・行革推進Ｇ

広報・防災・情報Ｇ

総 務 Ｇ総 務 課

情報 ・ DX Ｇ

広報 ・ 防災Ｇ

教 務 課

事 務 局

学校経営改善室
学 校 再 編 室

3333 3232



消費者へのアドバイス「トラブルにあわないために」消費者へのアドバイス「トラブルにあわないために」

南 空 知 消 費 生 活 相 談 室 です！

●電話などで点検を持ちかける業者は安易に信用しないようにしましょう。
●点検させてもその場では契約せず、十分に比較・検討しましょう。
● 4 年に 1 度の法定点検について日頃から確認しておきましょう。
●点検業者が訪問した際は必ず調査員証の提示を求め、少しでも不安を感じた場合は電力
　会社や南空知消費生活相談室にご相談ください。

　契約している電力会社に委託されたという業者から「分電盤の点検をする」と電話があり、
交換の必要があると言われたので 23 万円の契約をした。念のため契約している電力会社に
確認すると無関係な業者であることが分かった。不審なので解約したい（90 代男性）

POINT !

  事例

【相談日】※ 4 月 1 日㈫から変更になります
　毎週　月～金曜日（祝日除く）　8：30 ～ 17：15（商工観光課内　☎ 73-7516）
　※上記の曜日以外の相談は、消費者ホットライン「188（いやや）」へ

☎ 73-7516（商工観光課内）

今月のテーマ「分電盤の点検商法に注意！」今月のテーマ「分電盤の点検商法に注意！」
　分電盤は、一般的に玄関や洗面所などに設置されているものですが、電話などで電力会
社を名乗るなどして点検を持ち掛ける商法が急増し、相談件数は 2024 年 11 月末時点で前
年度の約 25 倍となっており、契約当事者の約 8 割が 70 歳以上となっています。

＼ 4 月から 相談受付先が変わりました ／

　物価高騰などで影響を受けている町民皆さんの生活を支援する
ため、町内のお店での買い物などで使用できるくりやま暮らし応
援商品券を交付しています。
※商品券は 2 月～ 3 月にかけて発送しています。受け取られてい
　ない方は、下記へお問い合わせください。

【対  象   者】　
　令和 7 年 1 月 1 日を基準日に、本町の住民基本台帳に登録されている方（全町民）
　※ 1 月 2 日～ 31 日までの間に、出生および転入された方も対象です。

くりやま暮らし応援商品券  くりやま暮らし応援商品券  を交付していますを交付しています

【使用店舗】　くりやまギフトカード加盟店会加盟店舗（117 店舗）　
　　　　　　※商品券配送時に同封したリーフレットをご覧ください。

【使用範囲】　食料品や燃料などの購入、飲食、その他サービスの利用など幅広く使用できます。
【使用期間】　商品券到着の日から令和 7 年 7 月 31 日㈭まで
【問い合わせ】　商工観光課観光・賑わい推進グループ　☎ 76-7787

【交  付   額】　 1 人につき 5,000 円（1 枚 500 円の券を 10 枚交付）

総 務 係

消 防 団 係

田
係長

村　亮太

警 防 係

長
課長

嶋　　崇

冨
主幹（第1消防隊長）

澤　隆志

宮
係長

坂　貴史

予 防 係

堀
係長

　　佑輔

五
係長

十嵐宏史

細谷　駿介 ・佐
（新採用）

々木唯翔

塩浜　勇我

竹谷　常伸・久保田幹太

小
主任

野寺　啓・桶矢　凪紗
上田敬太郎　

総 務 課

中
課長

山　和志

大
係長

田　泰暢

警 防 係警 防 課

予 防 係

梅
課長

津　茂治 仁
係長

木　雅浩　　   増
主査

井　聖也

小
係長（兼務）

林　貴広

消 防 長

吉川　道也

署 長

難波　昌志

鈴
主幹

木　　大

総 務 係

財 政 係

職 員 係

救急救助係生 活 安 全 課

大
係長

谷　　優消 防 課

皆
課長

川　　隆
小
主幹

林　貴広

生活指導係

　南空知消防組合    職員の配置職員の配置　　（令和 7 年 4 月 1 日現在）（令和 7 年 4 月 1 日現在）

高
係長（兼務）

松　　徹

高
係長（兼務）

松　　徹

古
主幹（第2消防隊長）

野　修司

通 信 係

小
主任

田　誠也

鈴
係長（兼務）

木　　大　　  吉
主任

田　直人

永
主査

杉　竜児

朝山　雅斗

消
防
本
部

消
防
署

（栗山町から派遣）

高
主幹

松　　徹

【退　職　者】
  中谷　鉄也・道下　勝美

倉
主査

島　　誠 内田　大稀・阪
（新採用）

　日向芽

上原　健司・林　　大登

田村　優人・菅原　優真榎
主幹

本　　功 榎
係長（兼務）

本　　功

学校職員の異動学校職員の異動

【
転　
入
】（　
）
内
は
前
任
校

■
校　
長

　
栗
山
小

　

土
谷　

直
樹
（
継
立
小
）

　
角
田
小

　

奈
良
崎　

功
（
角
田
小
※
校
長
採
用
）

　
継
立
小

　
川
元　

海
洋

    （
新
十
津
川
：
新
十
津
川
小
※
校
長
採
用
）

■
教　
頭

　
栗
山
小

　

菅
原　
　

崇
（
上
砂
川
：
上
砂
川
中
央
小
）

　
角
田
小

　

梶
沼　

登
資（
芦
別
：
上
芦
別
小
※
教
頭
昇
任
）

■
教　
諭　

　
栗
山
小

　

長
井　

健
善
（
岩
見
沢
：
幌
向
小
）

　

岡
本　
　

敦
（
由
仁
：
由
仁
小
）

　

荻
根
澤
夏
未
（
根
室
：
花
咲
小
）

　

ロ
ス　
　

遥
（
札
幌
：
西
園
小
）

　

早
坂　

義
弘
（
上
砂
川
：
上
砂
川
中
）

　

継
立
小

　
北
島　

桂
子
（
岩
見
沢
：
中
央
小
）

　

福
本　

千
也
（
岩
見
沢
：
美
園
小
※
再
任
用
）

■
栗
山
中

　
渡
辺　

美
香
（
岩
見
沢
：
清
園
中
）

　

池
亀　

浩
二
（
岩
見
沢
：
上
幌
向
中
）

　

猪
又　

正
志
（
南
幌
：
南
幌
中
）

　

中
川　

宏
己
（
砂
川
：
砂
川
中
※
再
任
用
）

■
事
務
職
員

　
角
田
小　

　

松
浦　

秀
年

　
（
夕
張
：
ゆ
う
ば
り
小
※
再
任
用
）

　
継
立
小

　
小
笠
原
有
希
（
月
形
：
月
形
小
）

【
転　
出
】（　
）
内
は
新
任
校

■
校　
長

　
栗
山
小

　

小
玉　
　

剛
（
岩
見
沢
：
志
文
小
）

　
角
田
小

　

鈴
木　

祐
子
（
砂
川
：
空
知
太
小
）

　
継
立
小　

　

土
谷　

直
樹
（
栗
山
小
）

■
教
　
頭

　

栗
山
小

　

土
田　

庄
悟

　
（
芦
別
：
上
芦
別
小
※
校
長
採
用
）

　

角
田
小

　

奈
良
崎　

功
（
角
田
小
※
校
長
採
用
）

■
教
　
諭

　
栗
山
小

　

小
林　

幸
代
（
退
職
）

　

朝
倉　

秀
明
（
奈
井
江
：
奈
井
江
小
）

　

栗
本　

浩
志
（
新
得
：
新
得
小
）

　

柏
木
麻
美
子
（
岩
見
沢
：
中
央
小
）

　

古
谷　

直
人（
南
幌
：
南
幌
小
※
再
任
用
）

　

竹
内
乃
扶
子
（
岩
見
沢
：
美
園
小
※
再
任
用
）

　

角
田
小

　

片
山　

倫
光
（
岩
見
沢
：
中
央
小
）

　
継
立
小

　
畑
山
由
美
子
（
砂
川
：
空
知
太
小
）

　

栗
山
中

　

山
田　

圭
子
（
砂
川
：
砂
川
中
）

　

尾
崎　

克
己
（
南
幌
：
南
幌
中
）

　

星　
　

貴
博
（
岩
見
沢
：
清
園
中
）

　

近
藤　

健
一
（
砂
川
：
砂
川
中
）

　
塚
八　

大
宇
（
岩
見
沢
：
清
園
中
※
再
任
用
）

　

斎
藤
葉
津
美

　
（
岩
見
沢
：
上
幌
向
中
※
再
任
用
）

（敬称略）
4 月 1 日付
北海道教育委員会発令
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まちのおしらせinformation 

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
認
知
症

の
当
事
者
や
そ
の
家
族
、
地
域

住
民
、
医
療
や
福
祉
関
係
者
な

ど
誰
で
も
気
軽
に
集
う
こ
と
が

で
き
る
場
で
す
。
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
自
由
に
会

話
を
楽
し
ん
だ
り
、
相
談
し
た

り
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
や
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
役

割
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

◆
日
時　
４
月
16
日
㈬

　

午
後
１
時
半
～
３
時

◆
場
所  

い
き
い
き
交
流
プ
ラ
ザ

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま  

　

☎
�
２
６
０
０

　

会
員
が
制
作
し
た
食
器
・
花

器
・
飾
り
物
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

４
月
25
日
㈮
～
27
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
（
27
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

◆
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
陶
芸
同
好
会
事
務
局

　

猪
熊　

☎
�
５
５
６
０

　　　　

　　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
を
徹
底
し
、
危
険
を
予
測
す

る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
実
施
期
間　

　

４
月
６
日
㈰
～
15
日
㈫

【
問
い
合
わ
せ
】

  

栗
山
警
察
署 

☎
�
０
１
１
０

　　　

町
内
外
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作

家
の
作
品
や
パ
ン
・
焼
き
菓

子
な
ど
約
17
店
舗
が
出
店
し

ま
す
。

◆
日
時　
４
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

◆
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

◆
入
場
料　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ　
　

　

☎
�
３
３
３
３

　

引
っ
越
し
に
よ
り
新
た
に
水

道
を
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず

届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出

が
な
い
と
水
道
を
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

届
け
出
の
際
に
は
、
氏
名
、

住
所
、
連
絡
先
、
使
用
開
始
日

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

  

上
下
水
道
課 

☎
�
７
５
１
４

　　

全
世
帯
を
対
象
に
防
災
ラ
ジ

オ
を
無
償
で
配
付
（
貸
与
）
し

て
い
ま
す
。緊
急
告
知
放
送
は
、

エ
フ
エ
ム
く
り
や
ま
の
放
送
電

波
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
日
頃

の
防
災
へ
の
備
え
と
し
て
是
非

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課

　

広
報
・
防
災
グ
ル
ー
プ　
　

   

☎
�
７
５
０
１

国 民 年 金
国民年金保険料をスマートフォンアプリで支払えます

　国民年金保険料は、決済アプリで納付書に記載されているバーコードを読み込むこと
で電子決済ができます。なお、バーコードが印字されていない納付書（30 万円を超える
金額の納付書および延滞金納付書）はスマホ決済ができません。

栗
山
陶
芸
同
好
会

春
の
作
陶
展

■手順　1. 決済アプリを起動し、納付書のバーコードを読み取る
　　　　2. 決済内容を確認後、パスワードを入力し完了
　　　　※決済後の納付書はコンビニや金融機関などで使わないでください。

【問い合わせ】　住民保健課国保グループ　☎ 73-7508 ▲詳細はこちら

令
和
６
年
度
栗
山
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

令
和
６
年
度
栗
山
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
３３
億
２
９
８
３
万
６
０
０
０
円　
（
９
１
５
１
件
）
※

億
２
９
８
３
万
６
０
０
０
円　
（
９
１
５
１
件
）
※
22
月月
2828
日
現
在
で
す
。

日
現
在
で
す
。

町
指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
付

緊
急
告
知
Ｆ
М
ラ
ジ
オ

無
償
配
付
中

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

詳
細
は
こ
ち
ら
▼

■対象の決済アプリ
・AEON　Pay
・auPAY
・d 払い
・楽天ペイ

・PayB（PayB と提携している各金融機関が提供する決済アプリを含む）
・PayPay
・LINE　Pay（令和 7 年 4 月 30 日にサービス終了します）

地
デ
ジ
広
報
の
終
了

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

催　
し

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
課

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

　

心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
で

歩
行
が
困
難
な
方
な
ど
に
、
ハ

イ
ヤ
ー
料
金
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象

令
和
６
年
度
の
町
民
税
非
課

税
世
帯
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
が
い
の
程
度
が
１
級

ま
た
は
２
級
で
下
肢
・
体
幹
・

視
覚
の
い
ず
れ
か
に
障
が
い

を
お
持
ち
の
方

②
身
体
障
が
い
者
・
児
で
あ
っ

て
じ
ん
臓
機
能
障
が
い
の
人

工
透
析
通
院
者
（
町
内
医
療

機
関
へ
の
通
院
に
限
る
）

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方
（
児  

　

童
含
む
）

※
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

　

方
は
対
象
外
で
す
。

◆
必
要
な
も
の

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳

◆
利
用
で
き
る
事
業
所

株
式
会
社
栗
山
ハ
イ
ヤ
ー

く
ら
し
・
支
援

　

介
護
認
定
ま
た
は
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て
、
在

宅
で
紙
お
む
つ
や
尿
取
り
パ
ッ

ト
を
使
用
し
て
い
る
方
に
ご
み

袋
を
配
付
し
ま
す
。

◆
必
要
な
も
の

○
新
規
申
請

・
対
象
者
証
明
書
類
（
介
護
保

険
被
保
険
者
証
・
身
体
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
）

・
紙
お
む
つ
な
ど
を
購
入
し
た

こ
と
が
わ
か
る
も
の
（
領
収

書
や
レ
シ
ー
ト
な
ど
）

・
印
鑑

○
更
新
申
請

・
前
年
度
の
配
布
証

・
印
鑑

 

◆
配
布
内
容

○
紙
お
む
つ
使
用
者

・
茶
色
袋
35
リ
ッ
ト
ル

１
カ
月
10
枚　
　
　

・
茶
色
袋
50
リ
ッ
ト
ル 

1
カ
月
5
枚

○
尿
と
り
パ
ッ
ト
使
用
者

・
茶
色
袋
35
リ
ッ
ト
ル

1
カ
月
5
枚

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

福
祉
課

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

◆
対
象

①
土
地
・
家
屋
価
格
縦
覧
帳
簿

　

の
縦
覧

　

土
地
・
家
屋
の
納
税
義
務
者

②
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
家
族

◆
期
間

　

４
月
１
日
㈫
～
６
月
２
日
㈪

※
②
は
期
間
を
過
ぎ
て
も
閲
覧
可

◆
持
ち
物

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

【
場
所
・
問
い
合
わ
せ
】

税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
４

　　

町
内
在
住
の
方
が
次
の
①
～

③
の
工
事
を
し
た
場
合
に
工
事

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
工
事
後
本
町
に
移
住
予
定
の

　

場
合
や
、
解
体
工
事
の
場
合

　

は
町
外
の
方
も
対
象
で
す
。

◆
対
象

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 　
　

　

10
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象

 （
補
助
率
３
割
・
上
限
40
万
円
）

②
耐
震
改
修
工
事 

　

50
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象

 （
補
助
率
２
割
・
上
限
50
万
円
）

③
解
体
工
事 

　

50
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象

 （
補
助
率
２
割
・
上
限
30
万
円
）

※
建
設
業
許
可
を
得
て
い
る
町

　

内
事
業
者
が
施
工
す
る
工
事

　

に
限
り
ま
す
。

◆
申
請
期
限（
着
工
前
に
申
請
）

　

12
月
30
日
㈫

　
（
耐
震
改
修
工
事
は
９
月
末
）

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
建
設
課
建
築
・
住
宅
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

　　

栗
山
町
景
観
条
例
に
よ
り
、

外
壁
や
屋
根
の
工
事
（
塗
装
な

ど
）
を
行
う
際
、
周
囲
と
調
和

す
る
目
立
た
な
い
も
の
と
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

次
に
示
す
工
事
は
事
前
に
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
届
出
が
必
要
な
工
事

　

延
べ
床
面
積
２
０
０
㎡
を
超

　

え
る
建
物
を
、
新
築
・
増
改

　

築
・
外
観
の
変
更
（
屋
根
や

　

外
壁
の
張
替
・
塗
装
な
ど
）

　

す
る
場
合　
　
　
　

※
建
物
の
高
さ
や
色
彩
を
規
制

　

し
、
景
観
に
配
慮
し
た
町
づ

　

く
り
を
行
う
た
め
の
も
の
で

　

す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
建
設
課
建
築
・
住
宅
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
２

　

北
海
道
文
化
放
送
（
Ｕ
Ｈ

Ｂ
）
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
暮
ら
し

の
情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
年
３
月
で
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報

は
エ
フ
エ
ム
く
り
や
ま
に
て
放

送
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課

　

広
報
・
防
災
グ
ル
ー
プ　
　

   

☎
�
７
５
０
１

人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成

外
壁
の
塗
装
な
ど
は

周
囲
と
調
和
す
る
も
の
を

水
道
使
用
開
始
の

届
け
出
を
忘
れ
ず
に

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー

利
用
料
金
助
成

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧

3737 広報くりやま　2025. 4 36362025.4　広報くりやま      



まちのおしらせinformation 

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
事
務
所

に
よ
る
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
（
一
人
約
30
分
程
度
）

　

4
月
18
日
㈮

    

午
後
1
時
～
4
時

◆
場
所　
し
ゃ
る
る

◆
定
員
（
予
約
制
）
6
人

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
３
２
２

　

こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え

る
ご
本
人
や
ご
家
族
な
ど
を
対

象
に
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
健

康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時

　

偶
数
月
の
第
３
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

◆
場
所　
岩
見
沢
保
健
所

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

岩
見
沢
保
健
所

　

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

   

☎
０
１
２
６（
２
０
）０
１
２
２  

◆
試
験
日　
５
月
18
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
札
幌
市　

甲
種
（
受
験
資
格

　

制
限
あ
り
）
、
乙
種
（
第
1

　

～
7
類
）

◆
料
金

　

甲
種　

６
６
０
０
円

　

乙
種　

４
４
０
０
円

◆
申
込
期
間

4
月
３
日
㈭
～
10
日
㈭

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

消
防
署　

☎
�
０
１
５
０

◆
試
験
日

５
月
18
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
岩
見
沢
市　

乙
種
（
第
１
～

６
類
）
、
丙
種

◆
料
金

　

乙
種　

５
３
０
０
円

　

丙
種　

４
２
０
０
円

◆
申
込
期
間

4
月
３
日
㈭
～
10
日
㈭

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

消
防
署　

☎
�
０
１
５
０

〇
自
衛
官
候
補
生
採
用

◆
試
験
日
（
予
定
）

５
月
23
日
㈮
～
25
日
㈰
の
う

ち
指
定
す
る
一
日

◆ 

対
象　
18
歳
～
33
歳
未
満

◆
申
込
期
限　
５
月
７
日
㈬

〇
自
衛
隊
技
術
曹
採
用

◆
試
験
日

・
陸
上   
６
月
９
日
㈪

・
海
上   
６
月
16
日
㈪

・
航
空   
６
月
10
日
㈫
～
12
日
㈭　

◆ 

対
象　
20
歳
以
上
で
資
格
、

免
許
な
ど
の
条
件
を
満
た
す
方

◆
申
込
期
限　
５
月
16
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
】

　

札
幌
地
方
協
力
本
部

　

恵
庭
地
域
事
務
所

   

☎
０
１
２
３（
３
４
）５
４
３
８  

※
個
別
説
明
会
を
随
時
受
付
中

　

で
す
。（
土
日
祝
日
は
要
予
約
）

　

消
防
設
備
士
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

陸
・
海
・
空
自
衛
官

相　
談

無
料
法
律
相
談

　全道一斉に春の火災予防運動が行われます。
　この時期は非常に空気が乾燥しやすく、ち
ょっとした不注意から火災につながります。
一人ひとりが火災予防の意識を持ち、尊い命
や大切な財産を守りましょう。

地区 会長

松風第 1 大沼　英明

松風第 2 佐藤　敬一

寺町 髙倉　　淳

松風本町 工藤　信司

松風第 5 村上　勝彦

松風第 6 松原　由典

松風第 7 山﨑　信治

松風第 8 河合　政明

松風第 9 山本　　守

2 区 家村　研児

3 区共親会 石岡　浩一

4 区共和会 仲井　之朗

5 区 楢﨑　忠彦

6 区 前田　勝治

7 区 小野　政則

8 区親交会 坂口　昇一

9 区 岡本　大作

10 区 金崎　行男

12 区 髙橋　圭二

北区 武岡　弘己

西区 塩原　秀夫

南 新谷　信典

山の手 末村　　修

桜丘 角田　伸慶

松栄 八木橋 義則

1 年間よろしくお願いします

令和 7 年町内会長・自治会長を紹介します

●自治会長 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――

地区 会長

富士 藤本　宏一

中里 林　　公夫

湯地 寺　　雅彦

森 橋本　慶子

鳩山 青木　剛克

雨煙別 今村　慎一

緑丘 仁平　将太

北学田 水上　一浩

桜山 安達　康章

杵臼 篠田　　勝

旭台 藤島　利充

共和 中榮　達哉

三日月 水本　秀幸

阿野呂 工藤　正史

大井分 橘　　高博

南学田 岩﨑　誠治

御園 小暮　滝弘
（敬称略）

試　
験

南角田 酒井　利彦

円山 氏家　　透

東山 日原 めぐみ

滝下 中川　廣美

角田連合町内会 住友　　茂

継立連合会 喜多村 茂廣

日出連合町内会 佐藤　唱悦

中央 高橋　　信

朝日 湯地　定曉

朝日 4 丁目 古瀬　一芳

栗山農事 有塚　晴三

中里団地 川村　健一

睦 中村　修一

新里 大友　晴雄

ときわ 加藤　洋一

湯地中央 中山　邦夫

ふじ団地 太田　　昇

みなみ中里 吉田　義人

青葉 大西　琢也

道栄 小川　　隆

●町内会長 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――

従業員の資格・免許の取得促進に取り組む事業者に対し、取得費用の一部を補助します。
【対 象】町内に事業所を有し 1 人以上の従業員を雇用する法人または個人事業主
【要 件】◇町税などに滞納が無いこと

　　　　　◇資格・免許取得費用の全額を事業者が負担していること
　　　　　◇従業員は事業者が直接雇用し、町内の事業所で勤務する正社員であること
　　　　　◇補助を受けた後も町内で事業を継続し、資格を取得した従業員を町内の事業所で
　　　　　　継続して雇用する意思があること

【対象資格・免許】事業者が営む事業に直接必要と認められる国家資格、公的資格、民間資格
　　　　　※令和 7 年 2 月 1 日から令和 8 年 1 月 31 日までに取得し、支払いが完了するもの

【対 象 経 費】講座・研修等の受講料、受験料、資格等の登録料
【補 助 額】1 事業者につき 10 万円上限（下限 1 万円）
【補 助 率】対象経費の 1/2
【申 請 期 限】令和 8 年 2 月 2 日（月）

その他詳細、申し込みに必要な書類などは、町ホームページをご確認ください。

【問い合わせ】  商工観光課商工・労働グループ   　☎ 73-7516

中小企業等資格取得支援事業中小企業等資格取得支援事業

詳細はこちらから

㈰ ㈬

守りたい　未来があるから　火の用心
全国統一防火標語

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
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◆
日
時　
４
月
29
日
㈷　

　

午
前
10
時
～

　

バ
ン
ド
「
N
A
S
T
Y
」
に

よ
る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

４
月
24
日
㈭

　

午
後
６
時
半
～
７
時
半

　
（
開
場 

午
後
６
時
）

※
イ
ス
席
は
事
前
申
込
（
先
着

　

40
人
）、
立
ち
見
は
申
込
不

　

要
で
す
。

　
「
子
ど
も
読
書
の
日 

記
念
事

業
」
と
し
て
、
お
は
な
し
会
と

理
科
実
験
体
験
の
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
。
理
科
実
験
体
験

は
各
回
共
通
で
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
作
り
で
す
。

◆
日
時

　

４
月
26
日
㈯

　
①
午
前
10
時
40
分
～
11
時
40
分

information 生涯学習情報「マナビィ」

　

町
内
芸
術
家
に
よ
る
個
展
を

老
舗
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
開
催

し
ま
す
。
作
品
販
売
も
行
い

ま
す
。

◆
日
時　

　

４
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰　

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

◆
内
容

　

木
の
工
房
る
か　

木
彫
展　

　

古
川 
世
都
生　

　

霜
月
窯
作
品
展　

石
川
直
子　

　

千
瓢
彫
展　

中
原 
篤　

◆
入
場
料　
無
料

　

昨
年
の
７
月
か
ら
行
わ
れ
、

5
回
目
と
な
る
講
座
は
映
像
を

通
し
て
「
自
然
環
境
」
の
変
化
、

変
遷
を
振
り
返
り
ま
す
。

◆
日
時

　

４
月
17
日
㈭

　

午
後
６
時
～
７
時
半

◆
場
所　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

◆
講
師

　

栗
山
町
文
化
財
保
護
委
員
会

　

委
員
長　

青
木
隆
夫
さ
ん

教
育
委
員
会

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　　

　
☎
�
１
１
１
７

栗
山
町
文
化
振
興
基
金

補
助
金
事
業
募
集

　

町
民
や
企
業
の
方
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
寄
附
金
を
文
化
振
興
の

た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
基
金

で
、
各
種
事
業
に
補
助
を
行
い

ま
す
。

〇
地
域
文
化
振
興
事
業

　

地
域
の
文
化
振
興
や
普
及
を

　

図
る
事
業
（
演
劇
、
音
楽
、

　

文
芸
、
工
芸
、
郷
土
芸
能
の

　

鑑
賞
会
、
歴
史
・
自
然
に
関

　

す
る
学
術
研
究
発
表
な
ど
）

〇
郷
土
芸
能
等
保
存
振
興
事
業

　

郷
土
芸
能
の
保
存
、
継
承
な

　

ど
を
図
る
事
業

〇
芸
術
創
造
普
及
事
業

　

芸
術
家
な
ど
が
行
う
芸
術
の

　

創
造
普
及
を
図
る
事
業　

◆
対
象　
町
内
で
活
動
す
る
個

　

人
ま
た
は
団
体

◆
補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２

　

分
の
１
以
内
で
、
原
則
20
万

　

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

◆
料
金　
無
料

◆
定
員　
30
人
（
先
着
）

◆
申
込
期
限　
４
月
14
日
㈪

　

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
就
学

が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
て
、
義
務
教
育
に
必
要

な
費
用
へ
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
小
・

　

中
学
校
に
在
籍
ま
た
は
入
学

　

予
定
の
児
童
生
徒
の
保
護
者

◆
援
助
内
容　
学
用
品
費
、
通

　

学
用
品
費
、
郊
外
活
動
費
、

　

ク
ラ
ブ
活
動
費
、生
徒
会
費
、

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
体
育
実
技
用

　

具
費
、
修
学
旅
行
費
、
新
入

　

学
学
用
品
費
、
医
療
費
、
学

　

校
給
食
費
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

　

代
な
ど

◆
申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
提
出

※
生
活
保
護
の
被
保
護
世
帯
の

　

方
は
申
請
不
要
で
す
。

◆
申
込
期
限　
4
月
25
日
㈮

子
ど
も
読
書
の
日 

記
念
事
業

お
は
な
し
会
と
理
科
実
験
体
験

学
用
品
な
ど
の
費
用
を

援
助
し
ま
す

　
◆
日
時　
４
月
14
日
㈪
～

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
（
平
日
の
み
）

◆
料
金　
１
万
５
７
１
０
円

◆
持
ち
物　
身
分
証
明
書
、
顔

　

写
真
（
縦
３
㎝
横
2.5
㎝
）

◆
コ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
日

　

4
月
20
日
㈰

※
雪
解
け
の
影
響
で
延
期
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時　
４
月
５
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時

◆
場
所　

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー

　

ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
服
装　
暖
か
い
服
装
、
長
靴

◆
料
金　
無
料　

町
内
芸
術
家
に
よ
る

個
展
開
催

町
民
講
座　

く
り
や
ま
ア
ー
カ
イ
ブ「
自
然
」

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

　
☎
�
３
２
０
０

栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
シ
ー
ズ
ン
券
販
売

　
春
の
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
を
散
策

し
な
が
ら
、
カ
エ
ル
や
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
を
観
察
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　
４
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

◆
場
所　
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

◆
服
装　
暖
か
い
服
装
、
長
靴
、
軍
手

◆
料
金　
無
料

　　　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
の
観
察
飼

育
舎
（
網
舎
）
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
飼
育
舎
で
は
「
キ
ア
ゲ

ハ
」
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ゲ
ハ

類
や
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼
虫

を
観
察
で
き
ま
す
。

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　
☎
�
３
０
０
０

サ
ケ
稚
魚
の
放
流
会

図
書
館

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　　

　
☎
�
６
０
５
５

図
書
館
夢
十
夜

「
お
と
な
の
ラ
イ
ブ
ナ
イ
ト
」

　

②
午
後
２
時
40
分
～
３
時
40
分

◆
対
象　

　

中
学
生
ま
で
（
小
学
4
年
生

　

以
下
は
要
保
護
者
同
伴
）

◆
料
金　
無
料

◆
定
員　
各
回
25
人
（
先
着
）

　

公
園
球
場
、
町
民
球
場
、
運

動
公
園
、
栗
夢
広
場
、
改
善
セ

ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の

屋
外
施
設
が
一
斉
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

◆
オ
ー
プ
ン
日　
４
月
29
日
㈷

　

ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
５
月

　

17
日
㈯

※
雪
解
け
の
影
響
で
延
期
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　 高齢者大学
 いきいきスクール

【期間】
　5 ～ 11 月（年間 6 回程度）

【内容】　
　バス研修、講演会、学校祭など

【対象】　
　60 歳以上の町民

【申込方法】　
　各地区の老人クラブに配布した募集用紙
からお申し込みください。
※老人クラブがない地域の方や老人クラブ
　に加入されていない方は社会教育課へ申
　し込みください。

【申込期限】　
　4 月 15 日㈫

【申込先・問い合わせ】
　社会教育課　☎ 72-1117

募集

屋
外
施
設
オ
ー
プ
ン

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】　　

　
☎
�
６
１
６
１

両
生
類
の
卵
塊
調
査

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

観
察
飼
育
舎
オ
ー
プ
ン

【問い合わせ】商工観光課  ☎ 76-7787

4 月行政情報のお知らせ

栗山町役場からのお知らせ
毎週月～金曜日　朝・昼・夕（5 分間）
①朝 7：30 ～　②昼 12：30 ～　③夕 17：30 ～
※②、③は再放送

エフエムくりやま
くりやまの「音」を届ける FM ラジオ

周波数 FM　　　MHz78.8

週刊ラジオ広報くりやま
毎週月・水・金曜日　11：30 ～（15 分間）
■ 7・9・11 日（環境生活課）
　春の全国交通安全運動について
■ 14・16・18 日（福祉課）
　子育て情報（スキップ）
■ 21・23・25 日（建設課）
　栗山公園・なかよし動物園オープン
■ 28・30・5 月 2 日（定住推進課）
　くりやまクリエイターズマーケット情報

4141 広報くりやま　2025. 4 40402025.4　広報くりやま      



Kuriyama town
3 月 15 日届出分まで

戸籍のまど ご厚意

（敬称略）おくやみ

泉徳苑・一草庵へ

物　品 カインドネスシオミ薬品（松風 3）

町へ

金一封
（教育寄附金）

長尾　康司さん（富士）
朝日産業株式会社（朝日 4）

金一封
（総務寄附金） 石川兄弟塗装株式会社（由仁町）

物　品
木村　哲郎さん（雨煙別）
梅沢　瞬さん（札幌）

▼
皆
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
！
9
か
月
間

の
育
児
休
暇
を
終
え
、
3
月
か
ら
復
帰
し
ま

し
た
・
・
・
が
、
人
事
異
動
で
広
報
担
当
を

卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
取
材
を
通

じ
て
、
町
の
皆
さ
ん
の
素
敵
な
笑
顔
を
カ
メ

ラ
越
し
に
見
ら
れ
た
日
々
は
、
と
て
も
楽
し

く
、
貴
重
な
時
間
で
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
を
受
賞
し
た
際

に
は
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
の
声
や
温
か
い
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
４
年
間
で
し
た

が
、
多
く
の
方
と
交
流
は
私
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
で
す
。
4
月
か
ら
は
商
工
観
光
課
に

所
属
し
ま
す
の
で
、
今
度
は
イ
ベ
ン
ト
や
お

祭
り
の
場
で
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！　
　
（
伊
藤
）

▼
３
月
は
町
内
の
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、
緊
張
し

た
様
子
を
見
せ
な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
卒

業
証
書
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

小
学
校
の
卒
業
式
で
は
卒
業
生
と
在
校
生

が
お
互
い
に
呼
び
か
け
を
行
う
な
ど
笑
顔

と
涙
が
あ
ふ
れ
る
時
間
で
し
た
。
式
典
後
の

最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
、
先
生
に
花
束

や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
感
謝
を
伝
え
る
場

面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
卒
業
式
の
様
子
は
、

22
～
23
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
河
津
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
担
当
者
の

編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

くりのさとへ

　金一封　 亀田　洋さん（由仁町）

  広告

人のうごき
※2月28日現在、（　）内は前月比です。

人　口　　10,619人　
　男　　  4,968人
    女　   5,651人　
世帯数　　  5,674世帯

（－14）
（－9）
（－5）
（－6）

【お詫び】3 月号の内容（23㌻・おくやみ）に
誤りがありました。お詫びして訂正いたします。         

（誤）山田　隆子　世帯主　本人
（正）山田　隆子　世帯主　克巳

（敬称略）おめでた
住所 氏名 月日 保護者名

松風 4 近藤　　葵
あおい

2/19 湧介・紗江

住所 氏名 年齢 月日 世帯主
旭 台 菱谷小夜子 96 2/16 洋一

松風 3 橋場　婦美 98 2/18 本人

角 田 玉村　博明 93 2/21 本人

中央 2 佐藤シズ子 88 2/23 久蔵

松風 2 佐藤　守弘 92 2/25 本人

中央１ 吉岡久美子 75 2/27 且乗

中央 1 鎌田　　勲 96 3/2 本人

継 立 三浦　喜子 93 3/6 本人

中央 3 栁　　幸則 76 3/7 本人

杵 臼 西川　　弘 82 3/14 満

中 里 鎌田　尚幸 59 3/14 本人

栗山新時代「躍進の時」　新年度スタート！こちら
町長室

Vol.82

栗山町長　佐々木　学

【行事】

栗山建設協会創立 70 周年記念式典

森内キヨさんに百歳祝記念品贈呈

道央圏農業新技術発表会

栗山町議会定例会 3 月定例会議

介護人材の確保に関する自治体包
括連携協定の締結（知内町）

第 77 回栗山高校卒業式

　町民の皆さん、こんにちは。
   春の暖かさが感じられる季節となり
ましたが、いかがお過ごしでしょうか。

　栗山新時代の「躍進の時」と位置づ
ける、新年度がスタートしました。
　その執行方針において、これまで進
めてきた取組をしっかりと軌道に乗
せるとともに、「賑わい躍動するまち」

「心安らぐ暖かなまち」「輝く未来を育
むまち」「魅力をつなぐまち」「みんな
で創るまち」という 5 つの基本目標を
掲げ、10 年後、20 年後を見据えた未
来志向のまちづくりを進めていくこ
とを表明しました。
　加速化する人口減少や少子高齢化
への対応はもとより、小中学校適正
配置の問題や南部地域の医療供給体
制の確保、持続可能な除排雪体制の確
立、減便・廃線が続く地域公共交通の
確保、さらには地域活力の維持に向け
た企業誘致の推進など、山積する新た
な町政課題の解決に向け、全力で町政
を進めてまいります。

　寒さも和らぎ、春の日差しに包まれ
る中、次代のくりやまを担う若者たち
が、あふれる夢と志を抱き、未来への
一歩を踏み出されました。
　3 月 1 日に、第 77 回北海道栗山高
等学校の卒業式に出席しました。
　22 人の卒業生は、新型コロナの世
界的流行の真っただ中に入学され、
様々な自粛・制限が強いられる中で
も、仲間とともに、その未曽有の危機
を乗り越えられ、卒業されました。
　今年の卒業生の進路状況は、進学
が 12 人、就職その他が 10 人となっ
ており、それぞれ新たなステージへと
歩みを進められました。

　３月８日には、第 36 回栗山町立北
海道介護福祉学校の卒業式に出席し
ました。
　第 36 期生 19 人の卒業生は、次代
の介護福祉を担うという高い志を抱
き、２年間で 2,128 時間にわたる教
育課程を修められ、「専門士」の称号を
得て、全員無事、卒業されました。
　今回の卒業生の中には、現在、町が
進めている「介護人材の確保に関する
包括連携事業」に基づく、自治体推薦
第 1 号の方も含まれており、本町で
の学びを終え、出身地・安平町の特別
養護老人ホームに就職されます。

　栗山高校・介護福祉学校を卒業さ
れた皆さん、自分自身の信じる道を
力強く切り拓いていかれますことを
ご期待いたします。皆さんの活躍を、
まち挙げて応援しています。

　４月から、新人職員 13 人が役場に
入りました。町民の皆さん、ご指導の
程、どうぞよろしくお願いいたします。
　今後も、職員と一丸となって、町政
推進にあたってまいりますので、なお
一層のご支援とお力添えを賜ります
よう、よろしくお願いいたします。

【来客】

【今月の主な動向】※変更の場合もあります。

道営農地整備事業継立地区竣工式

故 木内勲雄さんの特別叙
勲伝達式（木内学さん）

高橋はるみ参議院議員

地域おこし協力隊を退
任する西村さやかさん

4 月 1 日㈫
職員辞令交付・新年度町長挨拶
農業振興公社辞令交付式
地域おこし協力隊委嘱状交付式

4 月 3 日㈭ 南空知南部介護認定審査会総会
4 月 4 日㈮ STV ラジオ収録
4 月 5 日㈯ 第 38 回介護福祉学校入学式
4 月 7 日㈪ 新入学児童防犯ブサー配布
4 月 8 日㈫ くりやまハーフマラソン実行委員会
4 月 12 日㈯
　～ 13 日㈰

くりやま老舗まつり
ふるさと田舎まつり 2025

4 月 15 日㈫ 栗山町身体障害者協会令和 7 年度総会
4 月 16 日㈬ 空知町村会令和 7 年度定期総会
4 月 18 日㈮ 栗山消防団幹部歓送迎会

4 月 19 日㈯
くりやま手話の会定期総会
夕張市石炭博物館模擬坑道再開記念式典

4 月 21 日㈪ 治山林道協会理事会

4 月 22 日㈫

北海道補助ダム促進協会総会
北海道道路整備促進協会通常総会
北海道治水砂防海岸事業促進同
盟通常総会
北海道防災協会通常総会

4 月 23 日㈬
北海道道路利用者会議定期総会
栗山町農業再生協議会総会

4 月 23 日㈬
～ 5 月 2 日㈮ 春のまちづくり懇談会

4 月 24 日㈭ 北海道町村会定期総会

4 月 25 日㈮

栗山町交通安全協会総会
栗山消費者協会総会
北海道消防協会空知地方支
部第 1 回総会懇談会

第 36 回介護福祉学校卒業式

道新栗山支局の丸山格史
新支局長

ピアノコンクールの全国大会に出
場された笹浪真悠さん（栗山小 4
年）、笹浪大輝さん（栗山小 4 年）、
木本純鈴さん（6 歳）

石川兄弟塗装株式会社の
石川裕次郎代表取締役
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見学に訪れた北海道大学の学生
たちに発酵タンクの様子を見せ
る本田さん


